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月
5

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

納
税
の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座

の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

5
月
27
日（
土
）・5
月
28
日（
日
）

１０
日（
水
）・１９
日（
金
）・２６
日（
金
）

で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

９
日（
金
）・２０
日（
火
）・２９
日（
木
）

の
予
定
で
す
。

自
動
車
税
等
の
県
税
は
役
場
会
計

課
で
も
納
付
で
き
、そ
の
取
扱
い
事

務
費
が
町
に
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
町
で
は
約
1
、0
7
9
万
円

の
県
税
を
取
扱
い
、そ
の
事
務
費
と

し
て
約
21
万
円（
2
%
）が
県
か
ら

交
付
さ
れ
、町
の
貴
重
な
財
源
と
な

り
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
１
期・軽
自
動
車
税

納
期
限
は
５
月
３１
日（
水
）で
す

自
動
車
税（
県
税
）の

納
期
は
５
月
３１
日（
水
）で
す
。

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

5
月
の
支
払
日

6
月
の
支
払
日

有
料
広
告

人口
　男
　女
世帯

（　46）
（　20）
（　26）
（　 8）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,796人
3,858人
3,938人
3,346世帯

転入  19人/  出生 2人
転出  48人/  死亡 19人

（4月1日現在）

（3月中）

ご冥福をお祈りします
地　区（届出人）死　亡　者

岩　井　喜三郎

園　部　ま　 つ

今　井　の　 ぶ

勅使川原　月　見

大小原　安　由

竹　内　四　郎

永　井　清　雄

松　本　　明

齋　藤　誠一郎

松　浦　政　勝

相　馬　和　𠮷

　原　　た　 け

渡　邉　友　二

吉　田　周　二

東　間　政　司

（博　和）

（喜　一）

（　勤　）

（　博　）

（しげ子）

（芳　則）

（友　代）

（文　孝）

（利志子）

（孝　子）

（　学　）

（秀　男）

（好　一）

（由美子）

（和　男）

上　町

矢　川

大　東

旭　町

大　東

中　央

蒔　田

東野牧

中小坂

中　央

下　町

西野牧

川　井

城　西

上小坂

3月届出分〈敬称略・順不同〉

平成29年度予算について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2
下仁田職員配置・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P6
まちのわだい・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P12
お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P18この春、バーベキューサイトをプチリニ

ューアル。貸出グッズも充実しました。

地　区
ご出産おめでとうございます

ゆ あ

田貝　結愛　（英二・智美） 吉　崎

（保護者）出　生　児

極上の休日

下仁田町

広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙

ほ
た
る
山
公
園
シ
ー
ズ
ン
到
来

２０１７年　５月　No７３3

「さくらの里」観光PRイベント開催
イベント情報

　5月３日（祝）さくらの里で
観光PRイベント（主催：観光協
会）が開催されます。苗木（サ
ツキツツジ・ブルーベリー・サト
ザクラ・ドウダンツツジ等）の配
布や野点が行われる予定です
のでおでかけください。

神津牧場花まつり開催
　５月２１日（日）に神津牧場で
「花まつり」が開催されます。　
　コップ牛乳の無料配布や子
牛の体重当てクイズ、荒船太
鼓、乳しぼり体験（１００円）、乗
馬体験（１００円）、お食事コー
ナーなどイベント盛りだくさん
です。



下仁田町役場　☎0274－82－2111（代表）

平成29年度
一般会計予算
平成29年度
一般会計予算 51億8,400万円

1,900円
1,220円
90円
790円
2,240円
1,580円
1,260円
590円
330円

10,000円

職員･議員等の給与及び報酬
物品購入･委託料等
施設の修繕管理費等
児童手当･施設入所負担金等
一部事務組合への負担金等
道路･施設等の建設改良費
借入金の元利償還金
特別会計への繰出金等
予備費等

歳出 歳入1世帯当たり
に掛かる費用

約155万円 約66万円

1人当たりに
掛かる費用

1世帯当たり
が納める町税

約11万円

1人当たりが
納める町税

約25万円

区　分 金　額 備　考
■町の予算総額を1万円に例えると…

計

76,043
754,304
1,107,843
710,910
2,390
283,789
572,934
277,294
266,069
468,886

12
652,823
703

10,000
5,184,000

1.5%
14.6%
21.4%
13.7%
0%
5.5%
11.1%
5.3%
5.1%
9.0%
0%

12.6%
0%
0.2%
100.0%

区　分 予算額 構成比
（単位：千円）

計

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 支 出 金
予 備 費

834,354
51,000
654
3,055
2,527
126,000
10,000
10,000
700

2,258,000
1,400
34,617
46,637
452,568
322,971
3,063
120,161
315,312

1
94,680
496,300
5,184,000

16.1%
1.0%
0%
0.1%
0%
2.4%
0.2%
0.2%
0%

43.6%
0%
0.7%
0.9%
8.7%
6.2%
0.1%
2.3%
6.1%
0%
1.8%
9.6%
100.0%

区　分 予算額 構成比
（単位：千円）

計

町 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式譲渡所得割交付金
地 方 消 費 税 交 付 金
ゴルフ場利用税交付金
自 動 車 取 得 税 交 付 金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 付 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
町 債

人 件 費
物 件 費
維持補修費
扶 助 費
補 助 費
建設事業費
公 債 費
繰 出 金
そ の 他

　平成２９年度下仁田町の一般会計予算は５１億８,４００万円で、前年度比較２億６,１００万円の減額（△４.８％）
となりました。
　今年度も「第５次総合計画」や「下仁田町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の政策体系に基づき、本町の発展に
繋がる施策や事業を中心に効率的な予算配分を行い、この予算のもとで”町民中心のまちづくり”を目指して取り組ん
でまいります。

3 2

平成２9年度特別会計予算及び公営企業会計予算
(単位:千円）

会　計　名 平成29年度
当初予算額

平成28年度
当初予算額

比　較
金　額 伸　率

公

　営

　企

　業

　会

　計

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

ガ
ス
事
業

水
道
事
業

1,236,800
138,500
1,259,793
80,458
276,791
295,090
89,899
171,860
182,090
171,968
20,102
49,001

1,243,172
134,400
1,346,484
72,000
285,889
299,893
92,653
165,610
173,676
162,503
22,002
50,769

△ 6,372
4,100

△ 86,691
8,458

△ 9,098
△ 4,803
△ 2,754
6,250
8,414
9,465

△ 1,900
△ 1,768

△ 0.5%
3.1%

△ 6.4%
11.7%
△ 3.2%
△ 1.6%
△ 3.0%
3.8%
4.8%
5.8%

△ 8.6%
△ 3.5%

平成２9年度の主な事業
（単位:千円）

事業名等

ねぎとこんにゃく
下仁田奨学金事業

ふるさと納税者に対し返礼品等の特典を支給することで、
ふるさと納税の促進と下仁田町の認知度アップを図る。
卒業後町へ定住すれば、保護者が返済した奨学ローン相当額を
町が助成する新しい奨学金制度 

町外からの転入促進と町民の定住化を推進するため、
町内に住宅を新築し定住する方を対象に25万円を支給

保育所入所園児の第2子目以降保育料免除に伴う町負担分

集落高齢者等タクシー利用券交付

障害者・母子家庭・父子家庭及び中学校３年生までの子どもの医療費助成

不妊不育治療費助成　治療費の1/2助成（100万円限度）

出産時に第1子5万円、第2子10万円、第3子20万円を支給

安心して出産ができるように無痛分娩費用の1/2助成（10万円限度）

猟友会への駆除委託・捕獲檻及びワナ等の資材購入、猿追払い員雇用

ＩＴを活用した創業及び販路拡大の推進を促す

再整備事業第2期工事（交差点改良、駐車場、防災施設等）

過疎道路（3路線）・一般町道（3路線）

防火水槽（３ヶ所）

荒船風穴保存管理及び整備・調査

予算額 概　　要

67,069

25,629

2,450

4,000

9,980

2,600

58,554

1,000

300

18,648

4,414

402,078

129,800

19,440

31,283

ふるさと納税促進事業

出産祝金

定住促進奨励金

保育所運営委託（保育料免除）

タクシー利用券交付事業

福祉医療費助成

不妊・不育治療費助成

無痛分娩助成

有害鳥獣対策

創業促進事業

「道の駅しもにた」再整備事業

町道改良

消防水利維持補修

文化財調査保護費

行政情報行政情報
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猟友会への駆除委託・捕獲檻及びワナ等の資材購入、猿追払い員雇用

ＩＴを活用した創業及び販路拡大の推進を促す

再整備事業第2期工事（交差点改良、駐車場、防災施設等）

過疎道路（3路線）・一般町道（3路線）

防火水槽（３ヶ所）

荒船風穴保存管理及び整備・調査

予算額 概　　要

67,069

25,629

2,450

4,000

9,980

2,600

58,554

1,000

300

18,648

4,414

402,078

129,800

19,440

31,283

ふるさと納税促進事業

出産祝金

定住促進奨励金

保育所運営委託（保育料免除）

タクシー利用券交付事業

福祉医療費助成

不妊・不育治療費助成

無痛分娩助成

有害鳥獣対策

創業促進事業

「道の駅しもにた」再整備事業

町道改良

消防水利維持補修

文化財調査保護費

行政情報行政情報



5 4下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

　「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に基づき、下仁田町が発注する予定の２５０万円を超える
公共工事について、ここに公表いたします。ただし、次のものについては確定次第公表いたします。 

■平成２9年度公共工事２５０万円以上の工事予定概要調書 

１．用地の取得が未了又は地権者との調整が未了で公表する見通しが立たないもの。
２．工事に必要な公物管理者との協議・調整が未了で公表する見通しが立たないもの。
３．補助事業で、所管官庁の交付決定等が完了しないと公表の見通しが立たないもの。

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

大字下仁田

大字栗山

大字下小坂

大字南野牧

大字西野牧

大字南野牧

大字馬山

大字馬山

大字馬山

大字吉崎

大字川井

大字青倉

大字馬山

大字青倉

大字南野牧

大字大桑原

大字馬山

大字下仁田

大字下仁田

大字青倉

大字下仁田・
大字青倉

整理
番号 工事場所

５月～10月

７月～12月

８月～12月

９月～３月

10月～３月

5月～9月

７月～３月

７月～３月

７月～３月

６月～12月

４月～５月

４月～７月

５月～８月

６月～12月

６月～３月

７月～10月

９月～３月

９月～１月

９月～１月

９月～１月

10月～12月

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

予定工期 契約の
方法等担当課

保健環境課・
教育課

農林課

農林課

農林課

農林課

商工観光課

商工観光課

商工観光課

商工観光課

建設ガス
水道課

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

工事名

空調（GHP）更新工事

県単林道舗装事業
稲含高倉線工事
小規模農村整備事業
田中地内道路改良工事
県単林道改良事業
御場山線工事

小規模農村整備事業
上長原地内道路改良工事

神津牧場トイレ新設工事

道の駅再整備事業 第2期工事
（交差点改良・駐車場整備等工事）
道の駅しもにた再整備事業
（コミュニティ施設建築工事）

道の駅しもにた再整備事業
（群馬森林管理署下仁田森林事務所移転工事）

吉崎団地改修工事

町道0113号(湯前)線
舗装改良工事
町道2460号(峰)線
舗装改良工事

町道0219号(鎌田～野上)線
舗装改良工事
町道0205号(中郷橋)
橋梁補修工事
町道4380号(内山)線
道路改良工事

町道2505・2508号(永ノ地)線
道路改良工事
町道2609・2614号(北田)線
道路改良工事
県道下仁田・上野線
ガス本管布設替工事
国道254号線
ガス水道本管布設替工事
県道下仁田・上野線
水道本管布設工事

県道下仁田・上野線及び小平・下仁田線
ガス水道本管布設替工事に伴う舗装本復旧工事

工事概要

GHPの室外機・室内機の更新等

アスファルト舗装工
Ｌ＝250ｍ
道路改良
Ｌ＝140ｍ
排水施設改良
Ｌ＝40ｍ
道路・排水路改良
Ｌ＝113ｍ

木造トイレ新設

・進入路改良のための交差点改良
・駐車場拡幅（8,317㎡⇒13,000㎡）

多目的拠点施設
（381㎡）

既存建物曳き移転工事

吉崎団地改修　３戸

舗装改良
Ｌ＝200ｍ
舗装改良
Ｌ＝250ｍ
舗装改良
Ｌ＝600ｍ

橋梁補修

道路改良
Ｌ＝60ｍ
道路改良
Ｌ＝110ｍ
道路改良
Ｌ＝300ｍ

ガスＰＥ管　200Ａ
Ｌ＝90ｍ　　　　　　

ガスＰＥ管　50Ａ　Ｌ＝135ｍ
水道ＰＥ管　φ50   Ｌ＝135ｍ
水道ＰＥ管　φ100
Ｌ＝150ｍ
アスファルト舗装
Ａ＝386㎡　Ａ＝382㎡

町の年齢別人口（人口ピラミッド）

男

　性

男

　性

女

　性

女

　性

男女６５歳以上～　計３，５３６人
（町の全人口の４５．3６％）

男　計１，５８５人
女　計１，９５１人

男女１５～６４歳　計３，８15人
（町の全人口の４８．94％）

男　計２，０４9人
女　計１，７66人

男女０～1４歳　計４４5人
（町の全人口の５．71％）

男　計２２4人
女　計２２1人

下仁田町の人口
（H29.4.1現在）

合計　　　　　７，７96人
男　　　　　　３，８５8人
女　　　　　　３，９3８人

世帯数　　　３，３４6世帯
世帯平均　　　　 ２．３人
平均年齢　　　５７．５1歳

この表は平成２９年４月１日現
在の下仁田町の年齢別人口
を表したものです。
図の中央にある数字が年齢、
その両脇にある数字がその年
齢の人口数です。中央左側が
男性の数、右側が女性の数
で、★１つを１～５人分に換算
して表示してあります。

平成29年4月1日現在

行政情報行政情報



5 4下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

　「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に基づき、下仁田町が発注する予定の２５０万円を超える
公共工事について、ここに公表いたします。ただし、次のものについては確定次第公表いたします。 

■平成２9年度公共工事２５０万円以上の工事予定概要調書 

１．用地の取得が未了又は地権者との調整が未了で公表する見通しが立たないもの。
２．工事に必要な公物管理者との協議・調整が未了で公表する見通しが立たないもの。
３．補助事業で、所管官庁の交付決定等が完了しないと公表の見通しが立たないもの。

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

大字下仁田

大字栗山

大字下小坂

大字南野牧

大字西野牧

大字南野牧

大字馬山

大字馬山

大字馬山

大字吉崎

大字川井

大字青倉

大字馬山

大字青倉

大字南野牧

大字大桑原

大字馬山

大字下仁田

大字下仁田

大字青倉

大字下仁田・
大字青倉

整理
番号 工事場所

５月～10月

７月～12月

８月～12月

９月～３月

10月～３月

5月～9月

７月～３月

７月～３月

７月～３月

６月～12月

４月～５月

４月～７月

５月～８月

６月～12月

６月～３月

７月～10月

９月～３月

９月～１月

９月～１月

９月～１月

10月～12月

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

入札

予定工期 契約の
方法等担当課

保健環境課・
教育課

農林課

農林課

農林課

農林課

商工観光課

商工観光課

商工観光課

商工観光課

建設ガス
水道課

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

工事名

空調（GHP）更新工事

県単林道舗装事業
稲含高倉線工事
小規模農村整備事業
田中地内道路改良工事
県単林道改良事業
御場山線工事

小規模農村整備事業
上長原地内道路改良工事

神津牧場トイレ新設工事

道の駅再整備事業 第2期工事
（交差点改良・駐車場整備等工事）
道の駅しもにた再整備事業
（コミュニティ施設建築工事）

道の駅しもにた再整備事業
（群馬森林管理署下仁田森林事務所移転工事）

吉崎団地改修工事

町道0113号(湯前)線
舗装改良工事
町道2460号(峰)線
舗装改良工事

町道0219号(鎌田～野上)線
舗装改良工事
町道0205号(中郷橋)
橋梁補修工事
町道4380号(内山)線
道路改良工事

町道2505・2508号(永ノ地)線
道路改良工事
町道2609・2614号(北田)線
道路改良工事
県道下仁田・上野線
ガス本管布設替工事
国道254号線
ガス水道本管布設替工事
県道下仁田・上野線
水道本管布設工事

県道下仁田・上野線及び小平・下仁田線
ガス水道本管布設替工事に伴う舗装本復旧工事

工事概要

GHPの室外機・室内機の更新等

アスファルト舗装工
Ｌ＝250ｍ
道路改良
Ｌ＝140ｍ
排水施設改良
Ｌ＝40ｍ
道路・排水路改良
Ｌ＝113ｍ

木造トイレ新設

・進入路改良のための交差点改良
・駐車場拡幅（8,317㎡⇒13,000㎡）

多目的拠点施設
（381㎡）

既存建物曳き移転工事

吉崎団地改修　３戸

舗装改良
Ｌ＝200ｍ
舗装改良
Ｌ＝250ｍ
舗装改良
Ｌ＝600ｍ

橋梁補修

道路改良
Ｌ＝60ｍ
道路改良
Ｌ＝110ｍ
道路改良
Ｌ＝300ｍ

ガスＰＥ管　200Ａ
Ｌ＝90ｍ　　　　　　

ガスＰＥ管　50Ａ　Ｌ＝135ｍ
水道ＰＥ管　φ50   Ｌ＝135ｍ
水道ＰＥ管　φ100
Ｌ＝150ｍ
アスファルト舗装
Ａ＝386㎡　Ａ＝382㎡

町の年齢別人口（人口ピラミッド）

男

　性

男

　性

女

　性

女

　性

男女６５歳以上～　計３，５３６人
（町の全人口の４５．3６％）

男　計１，５８５人
女　計１，９５１人

男女１５～６４歳　計３，８15人
（町の全人口の４８．94％）

男　計２，０４9人
女　計１，７66人

男女０～1４歳　計４４5人
（町の全人口の５．71％）

男　計２２4人
女　計２２1人

下仁田町の人口
（H29.4.1現在）

合計　　　　　７，７96人
男　　　　　　３，８５8人
女　　　　　　３，９3８人

世帯数　　　３，３４6世帯
世帯平均　　　　 ２．３人
平均年齢　　　５７．５1歳

この表は平成２９年４月１日現
在の下仁田町の年齢別人口
を表したものです。
図の中央にある数字が年齢、
その両脇にある数字がその年
齢の人口数です。中央左側が
男性の数、右側が女性の数
で、★１つを１～５人分に換算
して表示してあります。

平成29年4月1日現在

行政情報行政情報



7 6

下仁田町職員配置
（平成２9年４月１日現在）

係　　長課長補佐 係　　名課　　長人員 人員課　名

特別職 町長 副町長原　秀男 

係　　員

総　務　課 9

6

9

14

2

15

11

7

7

20

2

町長公室

地域創生課

住民税務課

福祉保険課

保健環境課

農林課

商工観光課

建設ガス
水道課

議会事務局

会　計　課

浅川　幸則

荻野　英雄

岩井　　収

大小原敏江

岡野　　均

猪野　馨

岡田　恵子

林　　通典

神戸　　宏

樋口　令子

人員 係　　長課長補佐 係　　名課　　長人員課　名 係　　員

下仁田町教育委員会

教育課 18

佐藤　敦保

市川　紫野

調 赤岡健一郎

赤岡　敬則

市川　瑠美

関谷　友彦

用 並木　護

用 吉田元美（再）

齋藤　将広

神谷　哲男

掛川　朋子

赤岡　　明

高瀬　　茂

岩井　　実

赤岡　咲恵

本多正弥

調 福田　純

片山美雪（地）

学校教育係

生涯学習係

学校給食係

（給食センター）

公民館係

（文化ホール）

（歴史館）

文化財保護係

（自然史館）

ジオパーク推進係

下仁田小

下仁田中

3 

3 

3 

2

2

2

1

1 

大河原順次郎

（歴史館館長）
秋池　　武
（非常勤）
（自然史館館長）
中村由克
（非常勤）

（給食センター所長）
掛川　朋子

（公民館長）
赤岡　　明

（文化財保護係担当）
高瀬　　茂

平
成
29
年
度

新
規
採
用
職
員

吉弘　拓生 教育長 茂木　学

職員数120人　　うち再任用職員数４人　　臨時職員49人　　県より派遣　1人派遣職員（4人）
事務部長

局    長

課長　猪野ともえ永井　邦佳

横田　孝三

高橋　拓生

下仁田南牧医療事務組合 

甘楽西部環境衛生施設組合 

福岡県うきは市

よろしく
　お願いします

町民の健康増進や保健事業の推進役としてお世話になります。

●保健推進員に関する問い合わせ　保健環境課　保健予防係（保健センター内）　☎８２－５４９０

地区 氏　　名 地区 氏　　名

小

　
　
　坂

西

　
　
　牧

西

　
　
　牧

青

　
　
　倉

（敬称略）

生 　 澤 　 サ チ 子
神 　 戸 　 百 合 子
加 　 庭 　 啓 　 子
神 　 戸 　 梨 枝 子
藤 　 﨑 　 美 知 子
石 　 井 　 喜 美 子
平 　 柳 　 房 　 子
岩 　 井 　 厚 　 子
松 　 本 　 志 津 江
新 　 井 　 奈 美 子
小 金 澤 　 た い 子
中 　 村 　 公 　 美
神 　 保 　 啓 　 子
堀 　 口 　 久 　 子
小 　 沢 　 有 　 紀
小 　 山 　 君 　 江
田 　 貝 　 ふ さ 子
飯 　 野 　 み き 子
杉 　 原 　 富 　 江
佐 　 藤 　 冨 美 枝
市 　 川 　 陽 　 子
掛 　 川 　 美 千 代
大 　 坪 　 弘 　 子
浅 　 野 　 タ ミ 子
鈴 　 木 　 佳 　 代
松 　 原 　 明 　 美
小 井 土 　 初 　 江
今 　 井 　 文 　 代

田 　 村 　 節 　 子
田 　 村 　 静 　 江
大 小 原 　 敏 　 江
遠 　 田 　 早 百 合
飯 　 野 　 秀 　 子
今 　 井 　 めぐ み
小 金 澤 　 千 　 穂
大 　 澤 　 裕 　 子
黒 　 澤 　 公 　 惠
佐 　 俣 　 タ ケ 子
飯 　 塚 　 ゆ み 子
古 　 矢 　 千 世 子
井 　 部 　 久 　 江
上 　 原 　 邦 　 子
岡 　 野 　 美 由 紀
今 　 井 　 真 理 子
　黛　     ひ ろ 子
長 　 瀨 　 葉 　 子
下 　 山 　 ゆ き 江
佐 　 藤 　 菊 　 江
下 　 山 　 久 美 子
吉 　 田 　 ひ ろ み
浅 　 川 　 美 知 子
大 　 澤 　 敏 　 子
松 　 本 　 け さ 江
浅 　 川 　 し ず 江
永 　 井 　 み ち 子
岩 　 井 　 良 　 江

伊 　 藤 　 くに 子
　 林　   明　 美
土 　 屋 　 い よ 子
神 　 戸 　 順 　 子
長 　 岡 　 美 知 子
飯 　 嶋 　 淳 　 子
今 　 井 　 陽 　 子
工 　 藤 　 咲 　 子
齋 　 藤 　 品 　 子
東 　 間 　 多 恵 子
小 井 土 　 け さ 子
佐 　 藤 　 政 　 子
金 　 井 　 わ か 子
金 　 井 　 一 　 江
井 　 上 　 玲 　 子
岩 　 井 　 秀 　 子
荻 　 野 　 法 　 子
荻 　 野 　 幸 　 子
髙 　 橋 　 久 　 江
細 　 野 　 知 　 恵
神 　 戸 　 英 　 子
小 金 澤 　 貞 　 子
貝 　 塚 　 淑 　 江
神 　 宮 　 早 　 苗
　 黛 　 　 敏 　 美
石 　 井 　 タ 　 イ
並 　 木 　 洋 　 子
小 井 土 　 マ リ 子

　 黛　     眞 知 子
佐 　 藤 　 　 恵 　
太 　 田 　 政 　 江
関 　 口 　 孝 　 子
園 　 部 　 恵 　 子
園 　 部 　 順 　 子
佐 　 藤 　 洋 　 子
佐 　 藤 　 伊 　 江
小 　 林 　 祐 規 子
小 井 土 　 政 　 美
土 　 屋 　 征 　 子
小 　瀬　 サ  　ト
岡 　 田 　 末 　 子
齊 　 藤 　 順 　 子
松 　 本 　 い づ み
佐 　 藤 　 は る 子
新 　 井 　 ま さ 子
福 　 田 　 京 　 子
福 　 田 　 一 　 美
神 　 戸 　 由 美 子
神 　 戸 　 幸 　 子
神 　 戸 　 志 芽 子
神 　 戸 　 妙 　 子
岩 　 崎 　 律 　 子
大 河 原 　 か ず 子
土 　 谷 　 正 　 子
大 河 原 　 惠 　 子

H２９年度保健推進員名簿

地区 氏　　名 地区 氏　　名

下

　仁

　田

馬

　
　
　山

小
坂

下
仁
田

工藤いずみ
掛川　昌紀

廣澤貴代子

黒澤　福富

小金澤千穂
小井土真弓

黒沢　和行
大石翔太（新）
栗 原 大 輔
小嶋美奈子
並木　慎介
清水　弥生
神戸　恵美

神戸　景子

市川隆（再）
今 井 幸 江

安藤　　淳

佐藤　裕一
佐藤　　実

齋藤　辰徳
赤岩　素明

金井富美江
工藤　陽介
青木　　保
里見茂（再）

栁澤大祐（新）

永井賢（室付）

黒沢　千絵

神戸　滉太
兼見千尋（新）

石井　史子

永井　美帆
清水佐央理
茂木　貴彦

永井希実子

静 野 雄 季

石 井 利 幸
小池準（地）

東間　剛史
永井　大貴

上原　弘之
今井　洋紀
神戸　進一

神戸華保梨（室付）

小井土結羽（新）

齋藤あずさ

中村育美（新）
小井土恵利子（新）

飯塚 美穂

小林 岳人
渡辺拓巳（地）

吉沢　祐介

神戸康全（再）

黛 　 裕 子

大井田美穂（地）

堀越 由可

沼田香輝（地）

福田　　翼

佐藤　里奈
下山　光一
東間　克敏
福田　裕二
高橋　　司
兼務 黒澤成則
兼務 神戸領栄
黒澤　成則
兼務 高橋　司
神戸　領栄
新井　　満

松本　　実

小金澤康夫
市川智恵子
竹内　　誠
市川　博生
鈴木　昌吾

園部　宏規

鈴木　英男
園部　明美
並木　将貴

齋藤　幹広

岩井　優典
大河原覚俊
黛　　一弘

佐藤　史行
神戸　崇明

阪本　　睦
神戸　栄起
荻 野 文 昭

小井土直也

2 
3 
1 
2 
5 

5 

3 
4 

7 

2 
2 
3 
4 
4 

3 

3 
5 
2 

4 

2 
4 
2 

4 
3 

3 
3 
6 

1 

行 政 係
財 政 係
情 報 管 理 係
地 域 安 全 係
秘 書 人 事 係
町長公室付係長

地 域 創 生 係
地域創生課付係長
地 域 振 興 係
住 民 係

税 務 係

徴 収 係
会 計 係
国 保 係
介 護 保 険 係
包 括 支 援 係
（包括支援センター）
福 祉 係

環 境 係
保 健 予 防 係
保 健 推 進 係

農 業 係
（ 農 業 委 員 会 ）
林 業 係
商 工 観 光 係
施 設 整 備 係

庶 務 係
ガ 　 ス 　 係
（ 供 給 所 ）
管 理 係
建 設 係
水 道 係

議 事 係

下山　光一
東間　克敏
（地域安全担当）
岡野　宏巳
（秘書人事担当）
小金澤修路

（住民担当）
高瀬　正江
（税務担当）
柴田　悦子
小金澤康夫
市川智恵子
竹内　　誠

（福祉担当）
金庭友佳利
（環境担当）
佐藤　茂治
（保健推進担当）
今井　美和
（農林農委担当）
佐藤　圭司

（施設整備担当）
佐藤　正明
（庶務担当）
林　　光一
（管理担当）
阪本　　睦

（福祉保険課）
小井土恵利子
（福祉保険課）
小井土恵利子

（住民税務課）
大石翔太

（住民税務課）
大石翔太

（福祉保険課）
中村育美

（福祉保険課）
中村育美

（地域創生課）
小井土結羽
（地域創生課）
小井土結羽

（住民税務課）
兼見千尋

（住民税務課）
兼見千尋

（総務課）
栁澤大祐
（総務課）
栁澤大祐

マンダリン・ブリクシー

石井　明（特別派遣社教主事）

下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

行政情報行政情報
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下仁田町職員配置
（平成２9年４月１日現在）

係　　長課長補佐 係　　名課　　長人員 人員課　名

特別職 町長 副町長原　秀男 

係　　員

総　務　課 9

6

9

14

2

15

11

7

7

20

2

町長公室

地域創生課

住民税務課

福祉保険課

保健環境課

農林課

商工観光課

建設ガス
水道課

議会事務局

会　計　課

浅川　幸則

荻野　英雄

岩井　　収

大小原敏江

岡野　　均

猪野　馨

岡田　恵子

林　　通典

神戸　　宏

樋口　令子

人員 係　　長課長補佐 係　　名課　　長人員課　名 係　　員

下仁田町教育委員会

教育課 18

佐藤　敦保

市川　紫野

調 赤岡健一郎

赤岡　敬則

市川　瑠美

関谷　友彦

用 並木　護

用 吉田元美（再）

齋藤　将広

神谷　哲男

掛川　朋子

赤岡　　明

高瀬　　茂

岩井　　実

赤岡　咲恵

本多正弥

調 福田　純

片山美雪（地）

学校教育係

生涯学習係

学校給食係

（給食センター）

公民館係

（文化ホール）

（歴史館）

文化財保護係

（自然史館）

ジオパーク推進係

下仁田小

下仁田中

3 

3 

3 

2

2

2

1

1 

大河原順次郎

（歴史館館長）
秋池　　武
（非常勤）
（自然史館館長）
中村由克
（非常勤）

（給食センター所長）
掛川　朋子

（公民館長）
赤岡　　明

（文化財保護係担当）
高瀬　　茂

平
成
29
年
度

新
規
採
用
職
員

吉弘　拓生 教育長 茂木　学

職員数120人　　うち再任用職員数４人　　臨時職員49人　　県より派遣　1人派遣職員（4人）
事務部長

局    長

課長　猪野ともえ永井　邦佳

横田　孝三

高橋　拓生

下仁田南牧医療事務組合 

甘楽西部環境衛生施設組合 

福岡県うきは市

よろしく
　お願いします

町民の健康増進や保健事業の推進役としてお世話になります。

●保健推進員に関する問い合わせ　保健環境課　保健予防係（保健センター内）　☎８２－５４９０

地区 氏　　名 地区 氏　　名

小

　
　
　坂

西

　
　
　牧

西

　
　
　牧

青

　
　
　倉

（敬称略）

生 　 澤 　 サ チ 子
神 　 戸 　 百 合 子
加 　 庭 　 啓 　 子
神 　 戸 　 梨 枝 子
藤 　 﨑 　 美 知 子
石 　 井 　 喜 美 子
平 　 柳 　 房 　 子
岩 　 井 　 厚 　 子
松 　 本 　 志 津 江
新 　 井 　 奈 美 子
小 金 澤 　 た い 子
中 　 村 　 公 　 美
神 　 保 　 啓 　 子
堀 　 口 　 久 　 子
小 　 沢 　 有 　 紀
小 　 山 　 君 　 江
田 　 貝 　 ふ さ 子
飯 　 野 　 み き 子
杉 　 原 　 富 　 江
佐 　 藤 　 冨 美 枝
市 　 川 　 陽 　 子
掛 　 川 　 美 千 代
大 　 坪 　 弘 　 子
浅 　 野 　 タ ミ 子
鈴 　 木 　 佳 　 代
松 　 原 　 明 　 美
小 井 土 　 初 　 江
今 　 井 　 文 　 代

田 　 村 　 節 　 子
田 　 村 　 静 　 江
大 小 原 　 敏 　 江
遠 　 田 　 早 百 合
飯 　 野 　 秀 　 子
今 　 井 　 めぐ み
小 金 澤 　 千 　 穂
大 　 澤 　 裕 　 子
黒 　 澤 　 公 　 惠
佐 　 俣 　 タ ケ 子
飯 　 塚 　 ゆ み 子
古 　 矢 　 千 世 子
井 　 部 　 久 　 江
上 　 原 　 邦 　 子
岡 　 野 　 美 由 紀
今 　 井 　 真 理 子
　黛　     ひ ろ 子
長 　 瀨 　 葉 　 子
下 　 山 　 ゆ き 江
佐 　 藤 　 菊 　 江
下 　 山 　 久 美 子
吉 　 田 　 ひ ろ み
浅 　 川 　 美 知 子
大 　 澤 　 敏 　 子
松 　 本 　 け さ 江
浅 　 川 　 し ず 江
永 　 井 　 み ち 子
岩 　 井 　 良 　 江

伊 　 藤 　 くに 子
　 林　   明　 美
土 　 屋 　 い よ 子
神 　 戸 　 順 　 子
長 　 岡 　 美 知 子
飯 　 嶋 　 淳 　 子
今 　 井 　 陽 　 子
工 　 藤 　 咲 　 子
齋 　 藤 　 品 　 子
東 　 間 　 多 恵 子
小 井 土 　 け さ 子
佐 　 藤 　 政 　 子
金 　 井 　 わ か 子
金 　 井 　 一 　 江
井 　 上 　 玲 　 子
岩 　 井 　 秀 　 子
荻 　 野 　 法 　 子
荻 　 野 　 幸 　 子
髙 　 橋 　 久 　 江
細 　 野 　 知 　 恵
神 　 戸 　 英 　 子
小 金 澤 　 貞 　 子
貝 　 塚 　 淑 　 江
神 　 宮 　 早 　 苗
　 黛 　 　 敏 　 美
石 　 井 　 タ 　 イ
並 　 木 　 洋 　 子
小 井 土 　 マ リ 子

　 黛　     眞 知 子
佐 　 藤 　 　 恵 　
太 　 田 　 政 　 江
関 　 口 　 孝 　 子
園 　 部 　 恵 　 子
園 　 部 　 順 　 子
佐 　 藤 　 洋 　 子
佐 　 藤 　 伊 　 江
小 　 林 　 祐 規 子
小 井 土 　 政 　 美
土 　 屋 　 征 　 子
小 　瀬　 サ  　ト
岡 　 田 　 末 　 子
齊 　 藤 　 順 　 子
松 　 本 　 い づ み
佐 　 藤 　 は る 子
新 　 井 　 ま さ 子
福 　 田 　 京 　 子
福 　 田 　 一 　 美
神 　 戸 　 由 美 子
神 　 戸 　 幸 　 子
神 　 戸 　 志 芽 子
神 　 戸 　 妙 　 子
岩 　 崎 　 律 　 子
大 河 原 　 か ず 子
土 　 谷 　 正 　 子
大 河 原 　 惠 　 子

H２９年度保健推進員名簿

地区 氏　　名 地区 氏　　名

下

　仁

　田

馬

　
　
　山

小
坂

下
仁
田

工藤いずみ
掛川　昌紀

廣澤貴代子

黒澤　福富

小金澤千穂
小井土真弓

黒沢　和行
大石翔太（新）
栗 原 大 輔
小嶋美奈子
並木　慎介
清水　弥生
神戸　恵美

神戸　景子

市川隆（再）
今 井 幸 江

安藤　　淳

佐藤　裕一
佐藤　　実

齋藤　辰徳
赤岩　素明

金井富美江
工藤　陽介
青木　　保
里見茂（再）

栁澤大祐（新）

永井賢（室付）

黒沢　千絵

神戸　滉太
兼見千尋（新）

石井　史子

永井　美帆
清水佐央理
茂木　貴彦

永井希実子

静 野 雄 季

石 井 利 幸
小池準（地）

東間　剛史
永井　大貴

上原　弘之
今井　洋紀
神戸　進一

神戸華保梨（室付）

小井土結羽（新）

齋藤あずさ

中村育美（新）
小井土恵利子（新）

飯塚 美穂

小林 岳人
渡辺拓巳（地）

吉沢　祐介

神戸康全（再）

黛 　 裕 子

大井田美穂（地）

堀越 由可

沼田香輝（地）

福田　　翼

佐藤　里奈
下山　光一
東間　克敏
福田　裕二
高橋　　司
兼務 黒澤成則
兼務 神戸領栄
黒澤　成則
兼務 高橋　司
神戸　領栄
新井　　満

松本　　実

小金澤康夫
市川智恵子
竹内　　誠
市川　博生
鈴木　昌吾

園部　宏規

鈴木　英男
園部　明美
並木　将貴

齋藤　幹広

岩井　優典
大河原覚俊
黛　　一弘

佐藤　史行
神戸　崇明

阪本　　睦
神戸　栄起
荻 野 文 昭

小井土直也

2 
3 
1 
2 
5 

5 

3 
4 

7 

2 
2 
3 
4 
4 

3 

3 
5 
2 

4 

2 
4 
2 

4 
3 

3 
3 
6 

1 

行 政 係
財 政 係
情 報 管 理 係
地 域 安 全 係
秘 書 人 事 係
町長公室付係長

地 域 創 生 係
地域創生課付係長
地 域 振 興 係
住 民 係

税 務 係

徴 収 係
会 計 係
国 保 係
介 護 保 険 係
包 括 支 援 係
（包括支援センター）
福 祉 係

環 境 係
保 健 予 防 係
保 健 推 進 係

農 業 係
（ 農 業 委 員 会 ）
林 業 係
商 工 観 光 係
施 設 整 備 係

庶 務 係
ガ 　 ス 　 係
（ 供 給 所 ）
管 理 係
建 設 係
水 道 係

議 事 係

下山　光一
東間　克敏
（地域安全担当）
岡野　宏巳
（秘書人事担当）
小金澤修路

（住民担当）
高瀬　正江
（税務担当）
柴田　悦子
小金澤康夫
市川智恵子
竹内　　誠

（福祉担当）
金庭友佳利
（環境担当）
佐藤　茂治
（保健推進担当）
今井　美和
（農林農委担当）
佐藤　圭司

（施設整備担当）
佐藤　正明
（庶務担当）
林　　光一
（管理担当）
阪本　　睦

（福祉保険課）
小井土恵利子
（福祉保険課）
小井土恵利子

（住民税務課）
大石翔太

（住民税務課）
大石翔太

（福祉保険課）
中村育美

（福祉保険課）
中村育美

（地域創生課）
小井土結羽
（地域創生課）
小井土結羽

（住民税務課）
兼見千尋

（住民税務課）
兼見千尋

（総務課）
栁澤大祐
（総務課）
栁澤大祐

マンダリン・ブリクシー

石井　明（特別派遣社教主事）

下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

行政情報行政情報



9 8下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

　
町
は
移
住
定
住
促
進
対
策
及
び
空
家
対

策
と
し
て
、
空
家
等
の
利
活
用
（
賃
貸
・

売
買
）
に
対
す
る
補
助
金
を
拡
充
し
ま
し

た
！ 

　
従
来
の
空
店
舗
を
利
用
し
た
起
業
に
対

す
る
支
援
に
加
え
、
定
住
や
デ
ュ
ア
ル
ラ

イ
フ
（
二
地
域
間
居
住
）
の
た
め
の
空
家

利
活
用
事
業
に
つ
い
て
も
対
象
と
し
、
対

象
者
も
個
人
の
み
か
ら
、
加
え
て
企
業
・

地
域
自
主
組
織
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
で
広
げ

ま
し
た
。

　
賃
貸
な
ど
で
利
活
用
を
お
考
え
の
方
は

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
利
用
対
象
に
よ
り
申

請
内
容
等
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象
事
業

  

空
家
等
を
利
用
し
て
実
施
す
る
改
修
及

び
事
業
に
付
帯
す
る
設
備
、
備
品
等
の
整

備
を
行
う
事
業
（
空
家
等
を
借
り
受
け
る

場
合
は
、
所
有
者
の
同
意
を
得
た
場
合
に

限
る
。
）

●
問
い
合
わ
せ

地
域
創
生
課
　
地
域
振
興
係

☎
64―

８
８
０
９
（
直
通
）

空
家
の
利
活
用
、
改
修
を
支
援
！

制
度
を
拡
充
し
ま
し
た
！

No 利用対象 補助金額 補助対象者

経費の
２分の１
限度額
100万円

定　住（10年以上）

起　業（5年以上）

二地域間居住（5年以上）

1

2

3

空家を利活用しよう
とする空家所有者、
又は空家等所有者か
ら空家等を借り受け
る、又は購入する個
人、企業、地域自主
組織、NPO法人

※１対象となる空家等は「下仁田町空家バンク制度」に登録が必要
※２二地域間居住：町を拠点とする二地域で一定期間を反復的に生活すること

〇補助対象者・補助金額

　
平
成
29
年
度
か
ら
10
年
間
に
お
け
る
ま

ち
づ
く
り
の
将
来
像
を
定
め
、
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
施
策
を
総
合
的
・
計
画
的

に
進
め
る
た
め
の
指
針
と
し
て
、
「
下
仁

田
町
第
５
次
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

「
人
が
輝
き
、
暮
ら
し
が
輝
き
、
未
来
が

輝
く
ま
ち
　し
も
に
た
」

を
町
の
目
指
す
将
来
像
と
し
、
町
民
が
主

役
と
な
り
、
地
域
に
愛
着
と
誇
り
を
持
っ

て
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
町
民
満
足
度

の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
各
種
施
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
本
計
画
の
詳
細
は
下
仁
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
役
場
内
「
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
」
に
て

閲
覧
で
き
ま
す
。

地
域
創
生
課
　
地
域
創
生
係

☎
64―

８
８
０
９

下
仁
田
町
第
5
次
総
合
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　
平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
で
島
﨑
孝
一

さ
ん
（
再
任
）(

青
倉
地
区)

と
中
澤
一
夫

さ
ん
（
西
牧
地
区
）
が
法
務
大
臣
か
ら
人

権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
人
権

相
談
・
人
権
啓
発
・
人
権
救
済
な
ど
各
種

の
人
権
擁
護
活
動
の
場
で
ご
活
躍
い
た
だ

き
ま
す
。

　
な
お
、
前
任
の
佐
藤
唯
詞
さ
ん
（
西
牧

地
区
）
に
は
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
務
課
　
住
民
係

☎
82―

２
１
１
２

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

島﨑孝一さん中澤一夫さん

会長・副会長 区長会長
（下仁田地区）

高橋千秋

今井昌弘

今井　弘

今井重雄

下仁田地区
（川井区長）
小坂地区

（上小坂区長）
青倉地区

（大桑原区長）

区長会副会長
（西牧地区）

村岡洋二

酒井俊輔

岩井道行

馬山地区
（城西区長）
西牧地区

（西野牧区長）代表区長

地区の代表として、町民皆様と町政とを結び町の発展のためにご尽力を賜ります。

下 町 区
仲 町 区
上 町 区
旭 町 区
東 町 区
川 井 区
吉 崎 区
栗 山 区
大 東 区
中 央 区
小 川 区
蒔 田 区
城 西 区
緑 ケ 丘 区
下 小 坂 区
大 坂 区
中 小 坂 区

神 戸 謙 一
横　山　美知彦
茂 木 吉 成
島　崎　進　
髙 橋 千 秋
今 井 昌 弘
池 田 隆 郎
今 井 幹 雄
大小原　榮　夫
今　井　洋　
松 浦 文 男
下 山 幸 利
酒 井 俊 輔
阿久澤　康　之
長 岡 政 次
石　井　講　
永 井 昭 正

８２－２７９５
８２－２５８８
８２－２３３４
８２－２２１６
８２－３３００
８２－２６５４
８２－２７６３
８２－４７３２
８２－３８１０
８２－４０６５
８２－４２０４
８２－３７１７
８２－５２８１
８２－５１１３
８２－３７４５
８２－２５３９
８２－４６５９

区 長 会
役 員

下
仁
田

馬

　山

小

　坂

区　　別 区　　　長
氏　名 電　話

◆印は新任区長 平成２９年４月１日

区　　　長

平成２9年度　役員を紹介します　ー１年間よろしくお願いしますー

◆

◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

●区長に関する問い合わせ先
　総務課　行政係（内線３０１・３０２）　

上 小 坂 区
大 平 区
東 野 牧 区
本 宿 区
横 間 区
南 野 牧 区
市 野 萱 区
西 野 牧 区
矢 川 区
宮 室 区
大 桑 原 区
下 青 倉 区
上 青 倉 区
土 谷 沢 区

今　井　弘　
神　戸　俊　
石 井 巻 雄
木 村 一 郎
神　戸　実　
小金澤　金　蔵
安　藤　裕　
岩 井 道 行
村 岡 洋 二
堀 口 幸 夫
今 井 重 雄
高 橋 寛 之
神 戸 啓 作
伊　藤　久米夫

８２－５１６０
８２－４３５１
８４－３２０５
８４－２５４３
８４－２８９６
８４－２２５２
８４－２８５６
８４－２８６８
８４－２５３３
８２－３８８４
８２－２８５０
８２－４１３９
８２－２４１３
０９０－１５３６－７０５１

区　　別 区　　　長
氏　名 電　話

西

　牧

小

　坂

青

　倉

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　町では、税の公平性の観点から、滞納者の財産差し押さえ処分を強化しています。
平成２６～２８年度の差し押さえ件数及び換価による税収額は下記のとおりです。

預　　金
年　　金
給　　与
生命保険
不 動 産
動　　産
そ の 他
合　　計

40件
7件
4件
1件
1件
0件
4件
57件

平成２６年度 平成２７年度
差し押さえ件数差押物件 換価による税収額

平成２８年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度
15件
8件
3件
1件
4件
0件
8件
39件

31件
5件
3件
0件
0件
0件
11件
50件

2,786,732円
2,832,496円
1,206,546円
121,326円
500,000円

0円
673,558円
8,120,658円

920,091円
4,106,199円
813,568円

0円
3,550,000円

0円
534,917円
9,924,775円

1,144,322円
2,200,369円
1,540,628円

0円
0円
0円

617,791円
5,503,110円

※その他：国税還付金等

滞納者の財産差し押さえの実施状況

行政情報行政情報
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町
は
移
住
定
住
促
進
対
策
及
び
空
家
対

策
と
し
て
、
空
家
等
の
利
活
用
（
賃
貸
・

売
買
）
に
対
す
る
補
助
金
を
拡
充
し
ま
し

た
！ 

　
従
来
の
空
店
舗
を
利
用
し
た
起
業
に
対

す
る
支
援
に
加
え
、
定
住
や
デ
ュ
ア
ル
ラ

イ
フ
（
二
地
域
間
居
住
）
の
た
め
の
空
家

利
活
用
事
業
に
つ
い
て
も
対
象
と
し
、
対

象
者
も
個
人
の
み
か
ら
、
加
え
て
企
業
・

地
域
自
主
組
織
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
で
広
げ

ま
し
た
。

　
賃
貸
な
ど
で
利
活
用
を
お
考
え
の
方
は

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
利
用
対
象
に
よ
り
申

請
内
容
等
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象
事
業

  

空
家
等
を
利
用
し
て
実
施
す
る
改
修
及

び
事
業
に
付
帯
す
る
設
備
、
備
品
等
の
整

備
を
行
う
事
業
（
空
家
等
を
借
り
受
け
る

場
合
は
、
所
有
者
の
同
意
を
得
た
場
合
に

限
る
。
）

●
問
い
合
わ
せ

地
域
創
生
課
　
地
域
振
興
係

☎
64―

８
８
０
９
（
直
通
）

空
家
の
利
活
用
、
改
修
を
支
援
！

制
度
を
拡
充
し
ま
し
た
！

No 利用対象 補助金額 補助対象者

経費の
２分の１
限度額
100万円

定　住（10年以上）

起　業（5年以上）

二地域間居住（5年以上）

1

2

3

空家を利活用しよう
とする空家所有者、
又は空家等所有者か
ら空家等を借り受け
る、又は購入する個
人、企業、地域自主
組織、NPO法人

※１対象となる空家等は「下仁田町空家バンク制度」に登録が必要
※２二地域間居住：町を拠点とする二地域で一定期間を反復的に生活すること

〇補助対象者・補助金額

　
平
成
29
年
度
か
ら
10
年
間
に
お
け
る
ま

ち
づ
く
り
の
将
来
像
を
定
め
、
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
施
策
を
総
合
的
・
計
画
的

に
進
め
る
た
め
の
指
針
と
し
て
、
「
下
仁

田
町
第
５
次
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

「
人
が
輝
き
、
暮
ら
し
が
輝
き
、
未
来
が

輝
く
ま
ち
　し
も
に
た
」

を
町
の
目
指
す
将
来
像
と
し
、
町
民
が
主

役
と
な
り
、
地
域
に
愛
着
と
誇
り
を
持
っ

て
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
町
民
満
足
度

の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
各
種
施
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
本
計
画
の
詳
細
は
下
仁
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
役
場
内
「
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
」
に
て

閲
覧
で
き
ま
す
。

地
域
創
生
課
　
地
域
創
生
係

☎
64―

８
８
０
９

下
仁
田
町
第
5
次
総
合
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　
平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
で
島
﨑
孝
一

さ
ん
（
再
任
）(

青
倉
地
区)

と
中
澤
一
夫

さ
ん
（
西
牧
地
区
）
が
法
務
大
臣
か
ら
人

権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
人
権

相
談
・
人
権
啓
発
・
人
権
救
済
な
ど
各
種

の
人
権
擁
護
活
動
の
場
で
ご
活
躍
い
た
だ

き
ま
す
。

　
な
お
、
前
任
の
佐
藤
唯
詞
さ
ん
（
西
牧

地
区
）
に
は
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
務
課
　
住
民
係

☎
82―

２
１
１
２

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

島﨑孝一さん中澤一夫さん

会長・副会長 区長会長
（下仁田地区）

高橋千秋

今井昌弘

今井　弘

今井重雄

下仁田地区
（川井区長）
小坂地区

（上小坂区長）
青倉地区

（大桑原区長）

区長会副会長
（西牧地区）

村岡洋二

酒井俊輔

岩井道行

馬山地区
（城西区長）
西牧地区

（西野牧区長）代表区長

地区の代表として、町民皆様と町政とを結び町の発展のためにご尽力を賜ります。

下 町 区
仲 町 区
上 町 区
旭 町 区
東 町 区
川 井 区
吉 崎 区
栗 山 区
大 東 区
中 央 区
小 川 区
蒔 田 区
城 西 区
緑 ケ 丘 区
下 小 坂 区
大 坂 区
中 小 坂 区

神 戸 謙 一
横　山　美知彦
茂 木 吉 成
島　崎　進　
髙 橋 千 秋
今 井 昌 弘
池 田 隆 郎
今 井 幹 雄
大小原　榮　夫
今　井　洋　
松 浦 文 男
下 山 幸 利
酒 井 俊 輔
阿久澤　康　之
長 岡 政 次
石　井　講　
永 井 昭 正

８２－２７９５
８２－２５８８
８２－２３３４
８２－２２１６
８２－３３００
８２－２６５４
８２－２７６３
８２－４７３２
８２－３８１０
８２－４０６５
８２－４２０４
８２－３７１７
８２－５２８１
８２－５１１３
８２－３７４５
８２－２５３９
８２－４６５９

区 長 会
役 員

下
仁
田

馬

　山

小

　坂

区　　別 区　　　長
氏　名 電　話

◆印は新任区長 平成２９年４月１日

区　　　長

平成２9年度　役員を紹介します　ー１年間よろしくお願いしますー

◆

◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

●区長に関する問い合わせ先
　総務課　行政係（内線３０１・３０２）　

上 小 坂 区
大 平 区
東 野 牧 区
本 宿 区
横 間 区
南 野 牧 区
市 野 萱 区
西 野 牧 区
矢 川 区
宮 室 区
大 桑 原 区
下 青 倉 区
上 青 倉 区
土 谷 沢 区

今　井　弘　
神　戸　俊　
石 井 巻 雄
木 村 一 郎
神　戸　実　
小金澤　金　蔵
安　藤　裕　
岩 井 道 行
村 岡 洋 二
堀 口 幸 夫
今 井 重 雄
高 橋 寛 之
神 戸 啓 作
伊　藤　久米夫

８２－５１６０
８２－４３５１
８４－３２０５
８４－２５４３
８４－２８９６
８４－２２５２
８４－２８５６
８４－２８６８
８４－２５３３
８２－３８８４
８２－２８５０
８２－４１３９
８２－２４１３
０９０－１５３６－７０５１

区　　別 区　　　長
氏　名 電　話

西

　牧

小

　坂

青

　倉

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　町では、税の公平性の観点から、滞納者の財産差し押さえ処分を強化しています。
平成２６～２８年度の差し押さえ件数及び換価による税収額は下記のとおりです。

預　　金
年　　金
給　　与
生命保険
不 動 産
動　　産
そ の 他
合　　計

40件
7件
4件
1件
1件
0件
4件
57件

平成２６年度 平成２７年度
差し押さえ件数差押物件 換価による税収額

平成２８年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度
15件
8件
3件
1件
4件
0件
8件
39件

31件
5件
3件
0件
0件
0件
11件
50件

2,786,732円
2,832,496円
1,206,546円
121,326円
500,000円

0円
673,558円
8,120,658円

920,091円
4,106,199円
813,568円

0円
3,550,000円

0円
534,917円
9,924,775円

1,144,322円
2,200,369円
1,540,628円

0円
0円
0円

617,791円
5,503,110円

※その他：国税還付金等

滞納者の財産差し押さえの実施状況

行政情報行政情報
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地
方
創
生
の
も
と
で
、
全
国
で
様
々
な

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
勉
強
会
や
研
修
会

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
勉
強
会
な
ど
で

は
、
地
域
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
テ
ー
マ

を
選
定
し
、
講
義
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
の
研
修
手
法

で
、
よ
り
実
践
的
な
地
域
づ
く
り
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
で
は
、
地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
人
材
育
成
の
た
め
、

こ
の
よ
う
な
勉
強
会
や
研
修
会
へ
参
加
さ

れ
る
方
へ
費
用
の
全
額
助
成
を
い
た
し
ま

す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
づ
く
り
に
関
心

が
あ
り
、
勉
強
会
な
ど
に
参
加
し
た
い

方
々
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
（
事
前

に
ご
相
談
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
）
。

《
地
域
づ
く
り
人
材
育
成
支
援
事
業
　概

要
》

●
助
成
対
象
者

　
下
仁
田
町
民
又
は
町
内
で
活
動
す
る
団

体
や
グ
ル
ー
プ

●
助
成
内
容

　
地
域
づ
く
り
の
勉
強
会
等
の
参
加
に
係

る
旅
費
及
び
参
加
負
担
金
（
町
旅
費
規
程

に
準
じ
ま
す
）
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
事

業
、
経
費
は
、
助
成
の
対
象
と
は
な
り
ま

せ
ん
。

（
１
） 

政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と

し
て
行
う
事
業

（
２
）
人
件
費
や
光
熱
費
等
の
運
営
に
要

す
る
経
費
等
恒
常
的
に
団
体
を
維
持
す
る

た
め
の
経
費

（
３
） 

団
体
の
定
例
的
な
活
動
で
あ
る

事
業
（
総
会
時
の
研
修
会
な
ど
）

（
４
）
団
体
及
び
そ
の
構
成
員
の
み
の
た

め
に
行
う
事
業
（
研
修
旅
行
や
慰
労
会
な

ど
）

（
５
）
研
修
を
活
か
す
実
施
計
画
が
な
い

先
進
地
へ
の
研
修
派
遣
、
参
加
事
業

※
予
算
額
に
達
し
た
と
き
は
、
助
成
は
終

了
す
る
予
定
で
す
。

●
開
催
予
定
勉
強
会
等
（
例
）

（
一
財
）
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
主
催

す
る
『
地
方
創
生
実
践
塾
』
お
よ
び
『
土

日
集
中
セ
ミ
ナ
ー
』
な
ど
　
　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

https://w
w
w
.jcrd.jp/

●
そ
の
他

　
参
加
者
は
、
受
講
後
、
町
に
新
た
な
地

域
づ
く
り
の
取
組
（
イ
ベ
ン
ト
、
勉
強

会
）
等
を
開
催
（
提
案
）
す
る
こ
と
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

地
域
創
生
課
　
地
域
振
興
係

☎
64―

８
８
０
９
（
直
通
）

「
地
方
創
生
」
や
「
地
域
づ
く
り
」
に
関
す
る

勉
強
会
・
研
修
会
等
へ
の
参
加
を
支
援
し
ま
す
！

【
す
で
に
登
録
が
済
ん
で
い
る
犬
】 

  

●
持
参
す
る
物
　
町
か
ら
送
付
さ
れ
た
通

知
ハ
ガ
キ
、
愛
犬
手
帳
、
注
射
料
金

（
３
、
４
０
０
円
） 

【
新
し
く
飼
い
始
め
た
生
後
90
日
以
上
で

ま
だ
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
犬
】 

  

●
持
参
す
る
物
　
登
録
・
注
射
料
金
（
登

録
料
金
　
３
、
０
０
０
円
　
注
射
料
金
　

３
、
４
０
０
円
）   

※

登
録
す
る
旨
、
係
員
ま
で
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

※

犬
の
死
亡
や
飼
い
主
の
変
更
の
際
は
必

ず
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
82―

５
４
９
０
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

室
内
で
飼
っ
て
い
る
か
ら
、
人
に
噛
み

つ
か
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
接
種
さ
れ

な
い
方
も
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
違
反
に
な

り
ま
す
。
マ
サ
カ
・
万
が
一
の
た
め
に
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
規
に
犬
を
飼
い
始
め
た
人
は
、
予
防
注

射
の
日
程
と
会
場
を
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限
　
平
成
29
年
５
月
29
日
（
月
）

●
受
付
窓
口
　
下
仁
田
町
役
場
福
祉
保
険

課
福
祉
係
（
給
付
金
受
付
窓
口
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

（
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
）

●
支
給
対
象
者
　
平
成
28
年
度
の
住
民
税

が
非
課
税
の
方
。

た
だ
し
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

の
被
扶
養
者
は
除
き
ま
す
。

●
提
出
書
類
　
①
申
請
書

②
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
の
写
し
）

③
口
座
確
認
が
で
き
る
書
類

（
通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
）

④
住
民
税
に
お
け
る
扶
養
者
が
町
外
在
住

の
場
合
（
扶
養
者
の
非
課
税
証
明
書
）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
福
祉
係

☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）

犬
の
登
録
と
予
防

注
射
の
お
知
ら
せ

臨
時
福
祉
給
付
金

（
経
済
対
策
分
）
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か

平成29年
5月1日発行
398号

3月に入った新刊図書は次のとおりです。

著者名
高田 郁
麻生れいみ
川口 俊和
岩本 一麻
弘兼 憲史
松田 智大

NHKスペシャル取材班

書名
あきない世傅 金と銀③ 奔流篇
20kgやせた！作りおきおかず
コーヒーが冷めないうちに
がん消滅の罠 完全寛解の謎
60歳からの手ぶら人生
がんで死ぬ県、死なない県

キラーストレス

著者名
森見 登美彦
上田 秀人
上田 秀人

NHK「ブラタモリ」制作班
NHK「ブラタモリ」制作班
NHK「ブラタモリ」制作班

書名
夜行

参勤　百万石の留守居役（八）
御広敷用人 大奥記録（十一） 呪詛の文
ブラタモリ① 長崎 金沢 鎌倉

ブラタモリ③ 函館 川越 奈良 仙台
ブラタモリ⑤ 札幌 日光 熱海 小田原

新刊図書情報

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

　
カ
ル
ト
ナ
ー
ジ
ュ
と
は
、
厚
紙
で
組
み

立
て
た
箱
な
ど
に
、
紙
や
布
を
貼
り
つ
け

て
仕
上
げ
る
、
人
気
上
昇
中
の
フ
ラ
ン
ス

の
手
工
芸
で
す
。
今
回
は
布
を
貼
り
、
ハ

ウ
ス
型
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
を
作
り
ま

す
。
中
に
通
常
サ
イ
ズ
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が

一
箱
入
る
実
用
的
な
作
品
で
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
６
月
１
日
・
８
日
（
木
）
　

●
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
大
会
議

室●
対
象
　
成
人

●
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

●
講
師
　
中
澤
輝
子
先
生
（
前
橋
市
）

●
作
品
　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス

●
材
料
費
　
１
、
５
０
０
円

●
用
意
す
る
も
の
　
ハ
サ
ミ
（
布
が
切
れ

る
も
の
）
、
木
工
用
ボ
ン
ド
１
０
０
ｇ
く

ら
い
（
普
通
タ
イ
プ
）
、
ボ
ン
ド
用
ト
レ

イ
（
ス
チ
ロ
ー
ル
の
捨
て
ら
れ
る
も

の
）
、
目
打
ち
、
定
規
、
お
手
拭
（
ウ

エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
）
　

●
募
集
開
始
　
５
月
８
日
（
月
）
〜
　

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

下
仁
田
町
公
民
館
　
☎
82
―
３
５
３
５

　
お
手
入
れ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
「
介
護
さ

れ
な
い
介
護
を
必
要
と
し
な
い
社
会
」
を

テ
ー
マ
に
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
手
軽
に
楽

し
く
で
き
る
運
動
で
す
。
初
め
て
の
方
大

歓
迎
で
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
応
募
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
期
日
　
６
月
６
日
・
20
日
・
７
月
４
日

18
日
（
火
）

●
時
間
　
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　
大
会

議
室
　
　

●
対
象
　
成
人

●
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

●
講
師
　
原
田
あ
つ
子
先
生
（
高
崎
市
）

●
費
用
　
無
料

●
用
意
す
る
も
の
　
長
め
の
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
あ
る
方
）

●
募
集
開
始
　
５
月
８
日
（
月
）
〜

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

下
仁
田
町
公
民
館
　
☎
82
―
３
５
３
５

　
町
内
の
幼
児
〜
中
学
生
が
応
募
し
て
く

れ
た
読
書
感
想
画
や
読
書
メ
モ
を
図
書
室

内
に
展
示
し
ま
す
。
作
品
は
５
月
２
日

（
火
）
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ま
だ
応
募
し
て
い
な
い
人
は
お
急
ぎ
く
だ

さ
い
。
（
応
募
し
て
く
れ
た
人
に
は

ち
ょ
っ
と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
）

　
公
民
館
図
書
室
で
は
、
県
立
図
書
館
よ

り
『
地
域
協
力
図
書
』
と
し
て
文
学
、
実

用
、
児
童
向
け
な
ど
の
本
を
借
り
て
い
ま

す
。
比
較
的
新
し
い
本
が
中
心
で
、
４
ヶ

月
に
一
度
入
れ
替
わ
り
ま
す
。
次
回
の
入

れ
替
え
は
５
月
19
日
（
金
）
で
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

カ
ル
ト
ナ
ー
ジ
ュ
教
室
の

ご
案
内

カ
ル
ト
ナ
ー
ジ
ュ
教
室
の

ご
案
内

ボ
デ
ィ
ケ
ア（
お
手
入
れ
）

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
の
ご
案
内
　

ボ
デ
ィ
ケ
ア（
お
手
入
れ
）

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
の
ご
案
内
　
図
書
室
ま
つ
り
開
催

（
５
／
８
〜
６
／
３
）

読
書
感
想
画・メ
モ
の
展
示

図
書
室
ま
つ
り
開
催

（
５
／
８
〜
６
／
３
）

読
書
感
想
画・メ
モ
の
展
示

県
立
図
書
入
替
え
に
つ
い
て

県
立
図
書
入
替
え
に
つ
い
て

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489
行政情報行政情報公民館だより公民館だより
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地
方
創
生
の
も
と
で
、
全
国
で
様
々
な

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
勉
強
会
や
研
修
会

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
勉
強
会
な
ど
で

は
、
地
域
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
テ
ー
マ

を
選
定
し
、
講
義
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
の
研
修
手
法

で
、
よ
り
実
践
的
な
地
域
づ
く
り
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
で
は
、
地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
人
材
育
成
の
た
め
、

こ
の
よ
う
な
勉
強
会
や
研
修
会
へ
参
加
さ

れ
る
方
へ
費
用
の
全
額
助
成
を
い
た
し
ま

す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
づ
く
り
に
関
心

が
あ
り
、
勉
強
会
な
ど
に
参
加
し
た
い

方
々
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
（
事
前

に
ご
相
談
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
）
。

《
地
域
づ
く
り
人
材
育
成
支
援
事
業
　概

要
》

●
助
成
対
象
者

　
下
仁
田
町
民
又
は
町
内
で
活
動
す
る
団

体
や
グ
ル
ー
プ

●
助
成
内
容

　
地
域
づ
く
り
の
勉
強
会
等
の
参
加
に
係

る
旅
費
及
び
参
加
負
担
金
（
町
旅
費
規
程

に
準
じ
ま
す
）
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
事

業
、
経
費
は
、
助
成
の
対
象
と
は
な
り
ま

せ
ん
。

（
１
） 

政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と

し
て
行
う
事
業

（
２
）
人
件
費
や
光
熱
費
等
の
運
営
に
要

す
る
経
費
等
恒
常
的
に
団
体
を
維
持
す
る

た
め
の
経
費

（
３
） 

団
体
の
定
例
的
な
活
動
で
あ
る

事
業
（
総
会
時
の
研
修
会
な
ど
）

（
４
）
団
体
及
び
そ
の
構
成
員
の
み
の
た

め
に
行
う
事
業
（
研
修
旅
行
や
慰
労
会
な

ど
）

（
５
）
研
修
を
活
か
す
実
施
計
画
が
な
い

先
進
地
へ
の
研
修
派
遣
、
参
加
事
業

※

予
算
額
に
達
し
た
と
き
は
、
助
成
は
終

了
す
る
予
定
で
す
。

●
開
催
予
定
勉
強
会
等
（
例
）

（
一
財
）
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
主
催

す
る
『
地
方
創
生
実
践
塾
』
お
よ
び
『
土

日
集
中
セ
ミ
ナ
ー
』
な
ど
　
　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

https://w
w
w
.jcrd.jp/

●
そ
の
他

　
参
加
者
は
、
受
講
後
、
町
に
新
た
な
地

域
づ
く
り
の
取
組
（
イ
ベ
ン
ト
、
勉
強

会
）
等
を
開
催
（
提
案
）
す
る
こ
と
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

地
域
創
生
課
　
地
域
振
興
係

☎
64―

８
８
０
９
（
直
通
）

「
地
方
創
生
」
や
「
地
域
づ
く
り
」
に
関
す
る

勉
強
会
・
研
修
会
等
へ
の
参
加
を
支
援
し
ま
す
！

【
す
で
に
登
録
が
済
ん
で
い
る
犬
】 

  

●
持
参
す
る
物
　
町
か
ら
送
付
さ
れ
た
通

知
ハ
ガ
キ
、
愛
犬
手
帳
、
注
射
料
金

（
３
、
４
０
０
円
） 

【
新
し
く
飼
い
始
め
た
生
後
90
日
以
上
で

ま
だ
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
犬
】 

  

●
持
参
す
る
物
　
登
録
・
注
射
料
金
（
登

録
料
金
　
３
、
０
０
０
円
　
注
射
料
金
　

３
、
４
０
０
円
）   

※

登
録
す
る
旨
、
係
員
ま
で
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

※

犬
の
死
亡
や
飼
い
主
の
変
更
の
際
は
必

ず
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
82―

５
４
９
０
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

室
内
で
飼
っ
て
い
る
か
ら
、
人
に
噛
み

つ
か
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
接
種
さ
れ

な
い
方
も
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
違
反
に
な

り
ま
す
。
マ
サ
カ
・
万
が
一
の
た
め
に
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
規
に
犬
を
飼
い
始
め
た
人
は
、
予
防
注

射
の
日
程
と
会
場
を
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限
　
平
成
29
年
５
月
29
日
（
月
）

●
受
付
窓
口
　
下
仁
田
町
役
場
福
祉
保
険

課
福
祉
係
（
給
付
金
受
付
窓
口
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

（
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
）

●
支
給
対
象
者
　
平
成
28
年
度
の
住
民
税

が
非
課
税
の
方
。

た
だ
し
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

の
被
扶
養
者
は
除
き
ま
す
。

●
提
出
書
類
　
①
申
請
書

②
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
の
写
し
）

③
口
座
確
認
が
で
き
る
書
類

（
通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
）

④
住
民
税
に
お
け
る
扶
養
者
が
町
外
在
住

の
場
合
（
扶
養
者
の
非
課
税
証
明
書
）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
福
祉
係

☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）

犬
の
登
録
と
予
防

注
射
の
お
知
ら
せ

臨
時
福
祉
給
付
金

（
経
済
対
策
分
）
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か

平成29年
5月1日発行
398号

3月に入った新刊図書は次のとおりです。
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公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

　
カ
ル
ト
ナ
ー
ジ
ュ
と
は
、
厚
紙
で
組
み

立
て
た
箱
な
ど
に
、
紙
や
布
を
貼
り
つ
け

て
仕
上
げ
る
、
人
気
上
昇
中
の
フ
ラ
ン
ス

の
手
工
芸
で
す
。
今
回
は
布
を
貼
り
、
ハ

ウ
ス
型
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
を
作
り
ま

す
。
中
に
通
常
サ
イ
ズ
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が

一
箱
入
る
実
用
的
な
作
品
で
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
６
月
１
日
・
８
日
（
木
）
　

●
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
大
会
議

室●
対
象
　
成
人

●
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

●
講
師
　
中
澤
輝
子
先
生
（
前
橋
市
）

●
作
品
　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス

●
材
料
費
　
１
、
５
０
０
円

●
用
意
す
る
も
の
　
ハ
サ
ミ
（
布
が
切
れ

る
も
の
）
、
木
工
用
ボ
ン
ド
１
０
０
ｇ
く

ら
い
（
普
通
タ
イ
プ
）
、
ボ
ン
ド
用
ト
レ

イ
（
ス
チ
ロ
ー
ル
の
捨
て
ら
れ
る
も

の
）
、
目
打
ち
、
定
規
、
お
手
拭
（
ウ

エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
）
　

●
募
集
開
始
　
５
月
８
日
（
月
）
〜
　

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

下
仁
田
町
公
民
館
　
☎
82
―
３
５
３
５

　
お
手
入
れ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
「
介
護
さ

れ
な
い
介
護
を
必
要
と
し
な
い
社
会
」
を

テ
ー
マ
に
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
手
軽
に
楽

し
く
で
き
る
運
動
で
す
。
初
め
て
の
方
大

歓
迎
で
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
応
募
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
期
日
　
６
月
６
日
・
20
日
・
７
月
４
日

18
日
（
火
）

●
時
間
　
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　
大
会

議
室
　
　

●
対
象
　
成
人

●
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

●
講
師
　
原
田
あ
つ
子
先
生
（
高
崎
市
）

●
費
用
　
無
料

●
用
意
す
る
も
の
　
長
め
の
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
あ
る
方
）

●
募
集
開
始
　
５
月
８
日
（
月
）
〜

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

下
仁
田
町
公
民
館
　
☎
82
―
３
５
３
５

　
町
内
の
幼
児
〜
中
学
生
が
応
募
し
て
く

れ
た
読
書
感
想
画
や
読
書
メ
モ
を
図
書
室

内
に
展
示
し
ま
す
。
作
品
は
５
月
２
日

（
火
）
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ま
だ
応
募
し
て
い
な
い
人
は
お
急
ぎ
く
だ

さ
い
。
（
応
募
し
て
く
れ
た
人
に
は

ち
ょ
っ
と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
）

　
公
民
館
図
書
室
で
は
、
県
立
図
書
館
よ

り
『
地
域
協
力
図
書
』
と
し
て
文
学
、
実

用
、
児
童
向
け
な
ど
の
本
を
借
り
て
い
ま

す
。
比
較
的
新
し
い
本
が
中
心
で
、
４
ヶ

月
に
一
度
入
れ
替
わ
り
ま
す
。
次
回
の
入

れ
替
え
は
５
月
19
日
（
金
）
で
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

カ
ル
ト
ナ
ー
ジ
ュ
教
室
の

ご
案
内

カ
ル
ト
ナ
ー
ジ
ュ
教
室
の

ご
案
内

ボ
デ
ィ
ケ
ア（
お
手
入
れ
）

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
の
ご
案
内
　

ボ
デ
ィ
ケ
ア（
お
手
入
れ
）

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
の
ご
案
内
　
図
書
室
ま
つ
り
開
催

（
５
／
８
〜
６
／
３
）

読
書
感
想
画・メ
モ
の
展
示

図
書
室
ま
つ
り
開
催

（
５
／
８
〜
６
／
３
）

読
書
感
想
画・メ
モ
の
展
示

県
立
図
書
入
替
え
に
つ
い
て

県
立
図
書
入
替
え
に
つ
い
て

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489
行政情報行政情報公民館だより公民館だより
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３
月
30
日
（
木
）
荒
船
風
穴
番
舎
跡
内

に
お
い
て
、
荒
船
風
穴
友
の
会
（
小
井
土

文
雄
会
長
）
主
催
で
安
全
祈
願
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
か
ら
見
学
再
開
と
な
る
荒
船

風
穴
来
場
者
と
史
跡
の
安
全
を
祈
願
す
る

た
め
、
常
光
寺
住
職
堀
越
敎
之
副
会
長
に

よ
る
仏
式
に
て
法
要
を
執
り
行
い
、
21
名

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

12下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

荒
船
風
穴
安
全
祈
願
祭

町
の
話
題

町
の
話
題

身近な情報をお寄せください。総務課（内線302）

TOWN
TOPICS

TOWN　TOPICS

　
４
月
７
日
（
金
）
少
し
大
人
に
な
っ
た

33
人
の
新
入
生
を
迎
え
た
下
仁
田
中
学

校
。

　
子
ど
も
と
は
違
う
精
悍
な
ま
な
ざ
し
の

中
、
校
長
先
生
の
話
に
耳
を
傾
け
る
姿
が

頼
も
し
く
思
え
ま
し
た
。

下
仁
田
中
学
校

入
学
式

　
４
月
６
日
（
木
）
〜
４
月
15
日
（
土
）

の
10
日
間
に
わ
た
り
、
全
国
春
の
交
通
安

全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
よ
く
み
よ
う
　
車
の
あ
と
に
　
ま
た

く
る
ま
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
初
日
に
は

「
道
の
駅
し
も
に
た
」
前
で
、
町
長
が
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
、
安
全
運
転
を
心
が
け

て
い
た
だ
け
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
町
に
は
新
１
年
生
が
歩
い
て
い
ま
す
。

町
民
み
ん
な
で
安
全
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

春
の
交
通
安
全
運
動

　
４
月
７
日
（
金
）
、
下
仁
田
小
学
校
西

側
に
新
た
に
建
築
さ
れ
た
「
給
食
セ
ン

タ
ー
」
の
開
所
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
（
小
坂
地
内
）
は
、

昭
和
58
年
（
１
９
８
３
）
に
建
設
さ
れ
、

今
回
は
そ
れ
ら
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、

場
所
を
移
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま

し
た
。
機
能
面
、
衛
生
面
も
強
化
さ
れ
、

今
年
度
以
降
は
南
牧
村
児
童
・
生
徒
の
給

食
も
受
託
し
、
広
域
で
の
給
食
の
供
給
を

行
い
ま
す
。

下
仁
田
町
給
食
セ
ン
タ
ー

開
所
式
開
催

　
平
成
27
年
度
か
ら
人
事
交
流
を
行
う
福

岡
県
う
き
は
市
と
町
は
熊
本
地
震
に
お
い

て
被
災
地
の
救
援
活
動
を
共
同
で
行
っ
た

経
験
を
活
か
し
、
４
月
14
日
に
相
互
応
援

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
近
年
の
災
害
は
広
範
囲
に
被
災
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
、
周
辺
自
治
体
を
含
め
て

行
政
機
能
が
マ
ヒ
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
今
回
の
協
定
は
、
関
東
と
九
州
と
い
う

遠
方
で
あ
り
、
同
時
に
被
災
す
る
こ
と
が

想
定
し
づ
ら
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
締
結
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

福
岡
県
う
き
は
市
と
の
災
害
時
等
に
お
け
る

相
互
応
援
協
定

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し

て
、
町
自
転
車
組
合
（
近
田
輪
店
・
工
藤

輪
店
）
の
ご
協
力
に
よ
り
、
下
仁
田
中
学

校
１
年
生
〜
３
年
生
ま
で
の
通
学
用
自
転

車
の
点
検
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
中
学
校

新
入
学
生
徒
に
反
射
材
を
配
布
し
交
通
事

故
防
止
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

町
自
転
車
組
合
に
よ
る

通
学
用
自
転
車
点
検
と
交
通
事
故
防
止
啓
発

　
全
国
の
キ
ッ
ズ
ダ
ン
サ
ー
が
下
仁
田
町

に
集
い
、
３
月
28
日
か
ら
30
日
の
２
泊
３

日
の
行
程
で
『
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
キ
ッ
ズ

キ
ャ
ン
プ
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
ｉ
ｓ
ｓ
ｅ
ｉ
さ

ん
指
導
の
本
物
の
技
に
触
れ
る
貴
重
な
機

会
に
下
仁
田
町
か
ら
の
参
加
者
も
目
を
輝

か
せ
ま
し
た
。

　
誘
致
し
た
の
は
関
口
裕
樹
さ
ん
（
下
仁

田
町
大
字
川
井
出
身
）
。
子
供
た
ち
の
元

気
を
通
じ
て
地
元
に
賑
わ
い
を
作
り
た
い

と
の
思
い
で
、
実
現
し
ま
し
た
。

ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
in

下
仁
田
町

　
４
月
７
日
（
金
）
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル

を
一
生
懸
命
背
負
っ
た
25
人
の
新
入
生
を

迎
え
る
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
桜
の
開
花
よ
り
若
干
早
か
っ
た
今
年
の

入
学
式
も
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
見
守
る

中
、
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

下
仁
田
小
学
校

入
学
式

町の話題町の話題
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３
月
30
日
（
木
）
荒
船
風
穴
番
舎
跡
内

に
お
い
て
、
荒
船
風
穴
友
の
会
（
小
井
土

文
雄
会
長
）
主
催
で
安
全
祈
願
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
か
ら
見
学
再
開
と
な
る
荒
船

風
穴
来
場
者
と
史
跡
の
安
全
を
祈
願
す
る

た
め
、
常
光
寺
住
職
堀
越
敎
之
副
会
長
に

よ
る
仏
式
に
て
法
要
を
執
り
行
い
、
21
名

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

12下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

荒
船
風
穴
安
全
祈
願
祭

町
の
話
題

町
の
話
題

身近な情報をお寄せください。総務課（内線302）

TOWN
TOPICS

TOWN　TOPICS

　
４
月
７
日
（
金
）
少
し
大
人
に
な
っ
た

33
人
の
新
入
生
を
迎
え
た
下
仁
田
中
学

校
。

　
子
ど
も
と
は
違
う
精
悍
な
ま
な
ざ
し
の

中
、
校
長
先
生
の
話
に
耳
を
傾
け
る
姿
が

頼
も
し
く
思
え
ま
し
た
。

下
仁
田
中
学
校

入
学
式

　
４
月
６
日
（
木
）
〜
４
月
15
日
（
土
）

の
10
日
間
に
わ
た
り
、
全
国
春
の
交
通
安

全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
よ
く
み
よ
う
　
車
の
あ
と
に
　
ま
た

く
る
ま
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
初
日
に
は

「
道
の
駅
し
も
に
た
」
前
で
、
町
長
が
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
、
安
全
運
転
を
心
が
け

て
い
た
だ
け
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
町
に
は
新
１
年
生
が
歩
い
て
い
ま
す
。

町
民
み
ん
な
で
安
全
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

春
の
交
通
安
全
運
動

　
４
月
７
日
（
金
）
、
下
仁
田
小
学
校
西

側
に
新
た
に
建
築
さ
れ
た
「
給
食
セ
ン

タ
ー
」
の
開
所
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
（
小
坂
地
内
）
は
、

昭
和
58
年
（
１
９
８
３
）
に
建
設
さ
れ
、

今
回
は
そ
れ
ら
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、

場
所
を
移
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま

し
た
。
機
能
面
、
衛
生
面
も
強
化
さ
れ
、

今
年
度
以
降
は
南
牧
村
児
童
・
生
徒
の
給

食
も
受
託
し
、
広
域
で
の
給
食
の
供
給
を

行
い
ま
す
。

下
仁
田
町
給
食
セ
ン
タ
ー

開
所
式
開
催

　
平
成
27
年
度
か
ら
人
事
交
流
を
行
う
福

岡
県
う
き
は
市
と
町
は
熊
本
地
震
に
お
い

て
被
災
地
の
救
援
活
動
を
共
同
で
行
っ
た

経
験
を
活
か
し
、
４
月
14
日
に
相
互
応
援

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
近
年
の
災
害
は
広
範
囲
に
被
災
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
、
周
辺
自
治
体
を
含
め
て

行
政
機
能
が
マ
ヒ
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
今
回
の
協
定
は
、
関
東
と
九
州
と
い
う

遠
方
で
あ
り
、
同
時
に
被
災
す
る
こ
と
が

想
定
し
づ
ら
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
締
結
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

福
岡
県
う
き
は
市
と
の
災
害
時
等
に
お
け
る

相
互
応
援
協
定

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し

て
、
町
自
転
車
組
合
（
近
田
輪
店
・
工
藤

輪
店
）
の
ご
協
力
に
よ
り
、
下
仁
田
中
学

校
１
年
生
〜
３
年
生
ま
で
の
通
学
用
自
転

車
の
点
検
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
中
学
校

新
入
学
生
徒
に
反
射
材
を
配
布
し
交
通
事

故
防
止
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

町
自
転
車
組
合
に
よ
る

通
学
用
自
転
車
点
検
と
交
通
事
故
防
止
啓
発

　
全
国
の
キ
ッ
ズ
ダ
ン
サ
ー
が
下
仁
田
町

に
集
い
、
３
月
28
日
か
ら
30
日
の
２
泊
３

日
の
行
程
で
『
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
キ
ッ
ズ

キ
ャ
ン
プ
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
ｉ
ｓ
ｓ
ｅ
ｉ
さ

ん
指
導
の
本
物
の
技
に
触
れ
る
貴
重
な
機

会
に
下
仁
田
町
か
ら
の
参
加
者
も
目
を
輝

か
せ
ま
し
た
。

　
誘
致
し
た
の
は
関
口
裕
樹
さ
ん
（
下
仁

田
町
大
字
川
井
出
身
）
。
子
供
た
ち
の
元

気
を
通
じ
て
地
元
に
賑
わ
い
を
作
り
た
い

と
の
思
い
で
、
実
現
し
ま
し
た
。

ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
in

下
仁
田
町

　
４
月
７
日
（
金
）
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル

を
一
生
懸
命
背
負
っ
た
25
人
の
新
入
生
を

迎
え
る
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
桜
の
開
花
よ
り
若
干
早
か
っ
た
今
年
の

入
学
式
も
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
見
守
る

中
、
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

下
仁
田
小
学
校

入
学
式

町の話題町の話題
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神
津
牧
場
は
、
明
治
20
年
に
、
長
野
県

旧
志
賀
村
の
神
津
邦
太
郎
に
よ
っ
て
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
開
設
に
当
た
っ
て
は
、

ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
36
頭
を
も
っ
て
、
物
見
山

の
東
一
帯
の
広
大
な
平
ら
な
地
滑
り
地
形

を
、
国
か
ら
借
り
受
け
た
わ
が
国
最
初
の

洋
式
酪
農
牧
場
で
す
。

　
国
産
の
バ
タ
ー
を
市
場
に
進
出
さ
せ
た

の
も
最
初
で
、
そ
の
苦
労
が
実
を
結
ん

で
、
１
２
０
年
の
月
日
が
経
過
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
牧
場
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
大
正
７
年
、
登
山
家
大
島
亮
吉
の

「
荒
船
・
神
津
牧
場
付
近
」
と
い
う
作
品

が
契
機
と
な
っ
て
、
昭
和
６
年
に
は
、
田

部
重
治
・
中
西
悟
堂
の
「
上
信
国
境
神
津

牧
場
」
や
、
尾
崎
喜
八
の
「
神
津
牧
場
の

組
曲
」
等
に
よ
っ
て
、
一
般
に
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
初
期
に

は
、
ス
キ
ー
で
も
話
題
を
呼
び
賑
わ
い
ま

し
た
。

　
実
は
、
上
信
電
鉄
は
当
初
、
下
仁
田
か

ら
信
州
へ
の
鉄
道
計
画
も
あ
り
ま
し
た

が
、
実
現
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
宿
願
の

信
州
乗
り
入
れ
は
バ
ス
に
寄
っ
て
実
現
を

み
ま
し
た
。
国
道
２
５
４
と
ほ
ぼ
同
じ

ル
ー
ト
で
、
県
道
富
岡―

野
沢
線
が
完
成

を
見
た
の
は
（
同
15
）
で
し
た
。
昭
和
17

年
に
、
下
仁
田―

中
込
間
に
バ
ス
直
通
運

転
が
始
ま
り
ま
し
た
。
喜
び
も
つ
か
の

ま
、
戦
争
で
中
断
し
て
、
昭
和
24
年
頃
よ

り
、
上
信
電
鉄
が
神
津
牧
場
・
荒
船
高
原

へ
の
旅
客
誘
致
計
画
化
を
図
り
、
昭
和
29

に
は
、
牧
場
入
口
迄
の
バ
ス
が
再
開
を
み

ま
し
た
。
観
光
の
拠
点
と
し
て
賑
わ
っ
た

時
代
で
す
。
平
成
元
年
に
は
、
国
道
２
５

４
内
山
道
路
全
面
開
通
を
み
ま
し
た
。
神

津
牧
場
は
、
わ
が
国
最
初
に
見
つ
か
っ

た
、
帰
化
植
物
の
ニ
コ
ゲ
ヌ
カ
キ
ビ
、
コ

テ
ン
グ
ク
ワ
ガ
タ
、
ハ
ル
ガ
ヤ
な
ど
が

あ
っ
て
、
植
物
の
世
界
で
も
話
題
を
呼
び

ま
し
た
。
こ
こ
に
神
津
さ
ん
の
ご
苦
労
を

ね
ぎ
ら
い
、
同
牧
場
の
益
々
の
発
展
を
願

う
も
の
の
で
す
。

14下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

神
津
牧
場
里
見
哲
夫

　
３
月
20
日
、
下
仁
田
町
を
代
表
す
る
ジ

オ
サ
イ
ト
「
青
岩
公
園
」
周
辺
の
清
掃
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
土
曜
日
の
早
朝
に
も

か
か
わ
ら
ず
22
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
落
ち
葉
、
駐
車
場
の
草
刈
、
上
流

か
ら
流
れ
着
い
た
ご
み
等
を
拾
い
集
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
　

　
終
了
後
に
は
、
里
見
団
長
に
よ
る
「
ミ

ニ
ジ
オ
講
座
」
を
開
き
、
牧
口
橋
の
名
前

の
由
来
や
青
岩
公
園
に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
月
は
下
仁
田
イ
ン
タ
ー
付
近
で
す
!!

●
日
時
　
５
月
20
日
（
木
）
午
前
６
時
30
分

●
集
合
場
所
　
イ
ン
タ
ー
北
側
駐
車
場
　

●
清
掃
場
所
　
下
仁
田
イ
ン
タ
ー
付
近
　

●
持
ち
物
　
軍
手
・
軽
装

※

ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

　
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分
間
程
度
の

ミ
ニ
ジ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

「
20
（
ジ
オ
）
の
日
」
清
掃
活
動

　
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
中
期
ま
で
、
鉄
鉱

石
の
採
掘
と
製
鉄
が
行
わ
れ
て
い
た
中
小

坂
鉄
山
を
、
ガ
イ
ド
の
話
を
聞
き
な
が
ら

遺
構
を
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
軽
登
山
に
な
り
ま
す
が
、
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
５
月
27
日
（
土
）
午
前
９
時
か

ら
11
時

●
集
合
場
所
　
中
小
坂
鉄
山
駐
車
場

●
コ
ー
ス
　
　
駐
車
場
↓
山
道
↓
坑
道
↓

石
宮
↓
ト
ロ
ッ
コ
道
↓
駐
車
場

●
服
装
等
　
山
歩
き
の
で
き
る
靴
・
飲
料

水
・
帽
子
・
軍
手
等

●
そ
の
他
　
参
加
申
し
込
み
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
時
間
ま
で
に
集
合
し
て
下
さ

い
。
雨
天
中
止
　
判
断
に
迷
う
と
き
は
、

当
日
８
時
30
分
に
自
然
史
館
（
☎
70―

３

０
７
０
）
へ
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

第
２
回

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

d
e
ジ
オ

　
平
成
の
大
合
併
で
地
名
が
消
え
、
地
元

の
方
以
外
は
誰
も
知
ら
な
い
事
実
、
地
元

の
人
さ
え
知
ら
な
い
史
実
の
鉱
脈
（
ド
ラ

マ
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
）
が
無
数
に
埋
も
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
ん
な
地
域
の
埋
も
れ
た
記
憶
を
掘
り

起
こ
し
て
洋
式
製
鐵
の
草
分
け
・
中
小
坂

鉄
山
が
４
月
４
日
ト
リ
ビ
ア
に
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　
３
月
８
日
午
前
８
時
、
製
鉄
所
跡
地
で

地
元
住
民
に
よ
る
清
掃
活
動
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
撮
影
も
一
日
が
か
り
と
な
り
、
坑

道
、
石
宮
、
ト
ロ
ッ
コ
道
、
再
び
製
鉄
所

跡
へ
と
要
所
要
所
の
説
明
を
致
し
ま
し

た
。
”
鉄
山
御
飯
“
の
昼
食
を
挟
み
撮
影

は
歴
史
館
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　
中
小
坂
鉄
山
の
鉄
鉱
石
は
品
位
が
高
く

良
質
の
原
料
で
あ
り
そ
れ
に
加
え
高
炉
で

出
来
た
鉄
が
非
常
に
優
れ
て
い
た
事
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
蒸
気
機
関
を
用
い
た

熱
風
送
風
が
国
内
最
初
の
優
良
な
鉄
を
造

り
出
し
ま
し
た
。
当
時
は
国
内
ど
こ
に
も

出
来
な
か
っ
た
非
常
に
優
秀
な
鉄
製
品
で

し
た
。

中
小
坂
鉄
山
が
群
馬
テ
レ
ビ
に
！

（
ぐ
ん
ま
!
ト
リ
ビ
ア
図
鑑
）

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り
第
21
号

　
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
担
当
の
片
山
で
す
。

着
任
し
て
か
ら
、
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の

課
題
は
町
民
へ
の
情
報
不
足
だ
と
考
え
、

ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し
く
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ジ
オ

パ
ー
ク
歳
時
記
の
作
成
が
そ
の
一
つ
で

す
。
季
節
に
合
わ
せ
た
ジ
オ
パ
ー
ク
の
小

ネ
タ
を
紙
に
ま
と
め
役
場
や
公
民
館
な
ど

町
内
の
数
か
所
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。
歳

時
記
を
通
し
て
季
節
の
変
化
と
と
も
に
ジ

オ
パ
ー
ク
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ

て
い
る
の
で
ぜ
ひ
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い

ね
。

　
そ
し
て
、
今
年
度
は
情
報
発
信
に
加
え

て
、
み
ん
な
で
ジ
オ
パ
ー
ク
の
こ
と
を
考

え
る
機
会
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
２
回
目
の
再
認

定
審
査
が
近
づ
い
て
い
ま
す
が
、
認
定
を

受
け
る
に
は
地
域
全
体
で
ジ
オ
パ
ー
ク
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ジ
オ

パ
ー
ク
を
も
う
楽
し
ん
で
い
る
人
も
、
そ

う
で
な
い
人
も
、
こ
れ
か
ら
ジ
オ
パ
ー
ク

で
何
が
で
き
る
の
か
を
み
ん
な
で
話
し
合

い
、
力
を
合
わ
せ
て
審
査
を
乗
り
切
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
し
ま
す
。

　
西
牧
地
区
担
当
の
大
井
田
美
穂
で
す
。

３
月
18
日
（
土
）
か
ら
19
日
（
日
）
に
西

牧
地
区
の
作
品
展
示
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の

素
晴
ら
し
い
絵
画
や
手
作
り
の
作
品
が
展

示
さ
れ
、
会
場
の
旧
西
牧
小
は
大
き
な
美

術
館
の
よ
う
で
し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
ご
自

分
の
好
き
な
こ
と
を
生
き
が
い
に
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
の
お
姿
に
力
強
さ
を
感
じ
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
来
年
は
私
も
作
品
を
出
展
で
き

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
３
月

23
日
（
木
）
に
は
協
力
隊
の
１
年
間
の
活

動
報
告
会
が
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
１
年
間
を
振
り
返
る
と
、
本
当
に
た

く
さ
ん
の
方
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
乗
り
越
え
て
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
２
年
目
も
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

片
山
隊
員
報
告

大
井
田
隊
員
報
告

協
力
隊
活
動
報
告

協
力
隊
活
動
報
告

国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

　
平
成
29
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

１
６
、
４
９
０
円
で
す
。

　
納
付
期
限
は
納
付
対
象
月
の
翌
月
末
日

（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
で
す
。

　
４
月
に
送
ら
れ
た
平
成
29
年
度
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
書
に
よ
り
お
近
く
の
金

融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間
が
あ
る

方
に
対
し
て
、
電
話
・
文
書
・
個
別
訪
問

に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を
民
間
事
業
者
に

委
託
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
は
、
お
忘
れ
が
な
く
便

利
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま

す
。
現
金
で
納
付
す
る
よ
り
割
引
率
も
大

き
く
お
得
な
振
替
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、
条
件
に
よ
り
納
付
を
免
除
や
猶

予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
市
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金

担
当
課
で
申
請
の
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
５
７
０
―
０
５
―
1
1
６
５

高
崎
年
金
事
務
所

☎
0
２
７
―
３
２
２
―
４
２
９
９
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神
津
牧
場
は
、
明
治
20
年
に
、
長
野
県

旧
志
賀
村
の
神
津
邦
太
郎
に
よ
っ
て
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
開
設
に
当
た
っ
て
は
、

ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
36
頭
を
も
っ
て
、
物
見
山

の
東
一
帯
の
広
大
な
平
ら
な
地
滑
り
地
形

を
、
国
か
ら
借
り
受
け
た
わ
が
国
最
初
の

洋
式
酪
農
牧
場
で
す
。

　
国
産
の
バ
タ
ー
を
市
場
に
進
出
さ
せ
た

の
も
最
初
で
、
そ
の
苦
労
が
実
を
結
ん

で
、
１
２
０
年
の
月
日
が
経
過
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
牧
場
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
大
正
７
年
、
登
山
家
大
島
亮
吉
の

「
荒
船
・
神
津
牧
場
付
近
」
と
い
う
作
品

が
契
機
と
な
っ
て
、
昭
和
６
年
に
は
、
田

部
重
治
・
中
西
悟
堂
の
「
上
信
国
境
神
津

牧
場
」
や
、
尾
崎
喜
八
の
「
神
津
牧
場
の

組
曲
」
等
に
よ
っ
て
、
一
般
に
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
初
期
に

は
、
ス
キ
ー
で
も
話
題
を
呼
び
賑
わ
い
ま

し
た
。

　
実
は
、
上
信
電
鉄
は
当
初
、
下
仁
田
か

ら
信
州
へ
の
鉄
道
計
画
も
あ
り
ま
し
た

が
、
実
現
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
宿
願
の

信
州
乗
り
入
れ
は
バ
ス
に
寄
っ
て
実
現
を

み
ま
し
た
。
国
道
２
５
４
と
ほ
ぼ
同
じ

ル
ー
ト
で
、
県
道
富
岡―

野
沢
線
が
完
成

を
見
た
の
は
（
同
15
）
で
し
た
。
昭
和
17

年
に
、
下
仁
田―

中
込
間
に
バ
ス
直
通
運

転
が
始
ま
り
ま
し
た
。
喜
び
も
つ
か
の

ま
、
戦
争
で
中
断
し
て
、
昭
和
24
年
頃
よ

り
、
上
信
電
鉄
が
神
津
牧
場
・
荒
船
高
原

へ
の
旅
客
誘
致
計
画
化
を
図
り
、
昭
和
29

に
は
、
牧
場
入
口
迄
の
バ
ス
が
再
開
を
み

ま
し
た
。
観
光
の
拠
点
と
し
て
賑
わ
っ
た

時
代
で
す
。
平
成
元
年
に
は
、
国
道
２
５

４
内
山
道
路
全
面
開
通
を
み
ま
し
た
。
神

津
牧
場
は
、
わ
が
国
最
初
に
見
つ
か
っ

た
、
帰
化
植
物
の
ニ
コ
ゲ
ヌ
カ
キ
ビ
、
コ

テ
ン
グ
ク
ワ
ガ
タ
、
ハ
ル
ガ
ヤ
な
ど
が

あ
っ
て
、
植
物
の
世
界
で
も
話
題
を
呼
び

ま
し
た
。
こ
こ
に
神
津
さ
ん
の
ご
苦
労
を

ね
ぎ
ら
い
、
同
牧
場
の
益
々
の
発
展
を
願

う
も
の
の
で
す
。

14下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

神
津
牧
場
里
見
哲
夫

　
３
月
20
日
、
下
仁
田
町
を
代
表
す
る
ジ

オ
サ
イ
ト
「
青
岩
公
園
」
周
辺
の
清
掃
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
土
曜
日
の
早
朝
に
も

か
か
わ
ら
ず
22
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
落
ち
葉
、
駐
車
場
の
草
刈
、
上
流

か
ら
流
れ
着
い
た
ご
み
等
を
拾
い
集
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
　

　
終
了
後
に
は
、
里
見
団
長
に
よ
る
「
ミ

ニ
ジ
オ
講
座
」
を
開
き
、
牧
口
橋
の
名
前

の
由
来
や
青
岩
公
園
に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
月
は
下
仁
田
イ
ン
タ
ー
付
近
で
す
!!

●
日
時
　
５
月
20
日
（
木
）
午
前
６
時
30
分

●
集
合
場
所
　
イ
ン
タ
ー
北
側
駐
車
場
　

●
清
掃
場
所
　
下
仁
田
イ
ン
タ
ー
付
近
　

●
持
ち
物
　
軍
手
・
軽
装

※

ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

　
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分
間
程
度
の

ミ
ニ
ジ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

「
20
（
ジ
オ
）
の
日
」
清
掃
活
動

　
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
中
期
ま
で
、
鉄
鉱

石
の
採
掘
と
製
鉄
が
行
わ
れ
て
い
た
中
小

坂
鉄
山
を
、
ガ
イ
ド
の
話
を
聞
き
な
が
ら

遺
構
を
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
軽
登
山
に
な
り
ま
す
が
、
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
５
月
27
日
（
土
）
午
前
９
時
か

ら
11
時

●
集
合
場
所
　
中
小
坂
鉄
山
駐
車
場

●
コ
ー
ス
　
　
駐
車
場
↓
山
道
↓
坑
道
↓

石
宮
↓
ト
ロ
ッ
コ
道
↓
駐
車
場

●
服
装
等
　
山
歩
き
の
で
き
る
靴
・
飲
料

水
・
帽
子
・
軍
手
等

●
そ
の
他
　
参
加
申
し
込
み
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
時
間
ま
で
に
集
合
し
て
下
さ

い
。
雨
天
中
止
　
判
断
に
迷
う
と
き
は
、

当
日
８
時
30
分
に
自
然
史
館
（
☎
70―

３

０
７
０
）
へ
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

第
２
回

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

d
e
ジ
オ

　
平
成
の
大
合
併
で
地
名
が
消
え
、
地
元

の
方
以
外
は
誰
も
知
ら
な
い
事
実
、
地
元

の
人
さ
え
知
ら
な
い
史
実
の
鉱
脈
（
ド
ラ

マ
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
）
が
無
数
に
埋
も
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
ん
な
地
域
の
埋
も
れ
た
記
憶
を
掘
り

起
こ
し
て
洋
式
製
鐵
の
草
分
け
・
中
小
坂

鉄
山
が
４
月
４
日
ト
リ
ビ
ア
に
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　
３
月
８
日
午
前
８
時
、
製
鉄
所
跡
地
で

地
元
住
民
に
よ
る
清
掃
活
動
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
撮
影
も
一
日
が
か
り
と
な
り
、
坑

道
、
石
宮
、
ト
ロ
ッ
コ
道
、
再
び
製
鉄
所

跡
へ
と
要
所
要
所
の
説
明
を
致
し
ま
し

た
。
”
鉄
山
御
飯
“
の
昼
食
を
挟
み
撮
影

は
歴
史
館
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　
中
小
坂
鉄
山
の
鉄
鉱
石
は
品
位
が
高
く

良
質
の
原
料
で
あ
り
そ
れ
に
加
え
高
炉
で

出
来
た
鉄
が
非
常
に
優
れ
て
い
た
事
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
蒸
気
機
関
を
用
い
た

熱
風
送
風
が
国
内
最
初
の
優
良
な
鉄
を
造

り
出
し
ま
し
た
。
当
時
は
国
内
ど
こ
に
も

出
来
な
か
っ
た
非
常
に
優
秀
な
鉄
製
品
で

し
た
。

中
小
坂
鉄
山
が
群
馬
テ
レ
ビ
に
！

（
ぐ
ん
ま
!
ト
リ
ビ
ア
図
鑑
）

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り
第
21
号

　
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
担
当
の
片
山
で
す
。

着
任
し
て
か
ら
、
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の

課
題
は
町
民
へ
の
情
報
不
足
だ
と
考
え
、

ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し
く
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ジ
オ

パ
ー
ク
歳
時
記
の
作
成
が
そ
の
一
つ
で

す
。
季
節
に
合
わ
せ
た
ジ
オ
パ
ー
ク
の
小

ネ
タ
を
紙
に
ま
と
め
役
場
や
公
民
館
な
ど

町
内
の
数
か
所
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。
歳

時
記
を
通
し
て
季
節
の
変
化
と
と
も
に
ジ

オ
パ
ー
ク
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ

て
い
る
の
で
ぜ
ひ
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い

ね
。

　
そ
し
て
、
今
年
度
は
情
報
発
信
に
加
え

て
、
み
ん
な
で
ジ
オ
パ
ー
ク
の
こ
と
を
考

え
る
機
会
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
２
回
目
の
再
認

定
審
査
が
近
づ
い
て
い
ま
す
が
、
認
定
を

受
け
る
に
は
地
域
全
体
で
ジ
オ
パ
ー
ク
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ジ
オ

パ
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を
も
う
楽
し
ん
で
い
る
人
も
、
そ

う
で
な
い
人
も
、
こ
れ
か
ら
ジ
オ
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ク

で
何
が
で
き
る
の
か
を
み
ん
な
で
話
し
合

い
、
力
を
合
わ
せ
て
審
査
を
乗
り
切
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
し
ま
す
。

　
西
牧
地
区
担
当
の
大
井
田
美
穂
で
す
。

３
月
18
日
（
土
）
か
ら
19
日
（
日
）
に
西

牧
地
区
の
作
品
展
示
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の

素
晴
ら
し
い
絵
画
や
手
作
り
の
作
品
が
展

示
さ
れ
、
会
場
の
旧
西
牧
小
は
大
き
な
美

術
館
の
よ
う
で
し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
ご
自

分
の
好
き
な
こ
と
を
生
き
が
い
に
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
の
お
姿
に
力
強
さ
を
感
じ
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
来
年
は
私
も
作
品
を
出
展
で
き

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
３
月

23
日
（
木
）
に
は
協
力
隊
の
１
年
間
の
活

動
報
告
会
が
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
１
年
間
を
振
り
返
る
と
、
本
当
に
た

く
さ
ん
の
方
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
乗
り
越
え
て
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
２
年
目
も
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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隊
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国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

　
平
成
29
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

１
６
、
４
９
０
円
で
す
。

　
納
付
期
限
は
納
付
対
象
月
の
翌
月
末
日

（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
で
す
。

　
４
月
に
送
ら
れ
た
平
成
29
年
度
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
書
に
よ
り
お
近
く
の
金

融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間
が
あ
る

方
に
対
し
て
、
電
話
・
文
書
・
個
別
訪
問

に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を
民
間
事
業
者
に

委
託
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
は
、
お
忘
れ
が
な
く
便

利
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま

す
。
現
金
で
納
付
す
る
よ
り
割
引
率
も
大

き
く
お
得
な
振
替
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、
条
件
に
よ
り
納
付
を
免
除
や
猶

予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
市
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金

担
当
課
で
申
請
の
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
５
７
０
―
０
５
―
1
1
６
５

高
崎
年
金
事
務
所

☎
0
２
７
―
３
２
２
―
４
２
９
９

ジオ情報ジオ情報
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【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
病
夫
や
我
身
を
悟
し
春
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
自
販
機
の
売
り
切
れ
い
き
あ
り
て
民
の
声

　
　
　（
伊
勢
崎
市
）
並
木
三
千
夫

■
藪
椿
赤
き
実
喰
は
へ
鳥
翔
て
り

　
　
　
　
　
　
　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
行
員
の
点
眼
確
と
日
永
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　（
下
仁
田
）

　茂
木

　久
里

■
風
穴
や
ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ
が
お
も
て
な
し

　
　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
大
相
撲 

外
人
選
手
出
か
せ
ぎ
で 

こ
も
る
よ
国
の 

家
族
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　（
伊
勢
崎
市
）
並
木
三
千
夫

■
シ
ナ
リ
オ
は
な
き
ま
ま
生
き
て
七
十
九
年
余
生
は
好
き
な
詩
を
ド
ラ
マ
に

　
　
　（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
帰
省
な
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
任
終
へ
て
三
年
離
れ
し
親
子
再
会
す

　
　
　
　
　
　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
恙
な
し
や
吾
も
植
樹
せ
し
桜
の
木
妙
義
五
千
本
の
花
の
た
よ
り
に

　
　
　
　
　
　（
大
桑
原
）

　小
実

　光
子

■
風
穴
の
安
全
祈
願
の
読
経
は
眠
り
の
山
を
目
さ
ま
す
如
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

ろ
う

お
く

つ
つ
が

あ

し
ょ
く
じ
ゅ

さ
く
ら

み
よ
う
ぎ

ご
せ
ん
ぼ
ん

は
な

【
荒
船
俳
句
会
四
月
句
会
報
】

■
病
床
の
父
に
見
せ
た
し
初
燕

　
　
　
　淑

　江

■
つ
ば
く
ら
の
垣
間
見
へ
た
る
親
心

　
　ま
ち
子

■
陋
屋
を
懐
か
し
む
ご
と
燕
来
る

　
　
　敏

　彦

■
初
燕
旋
回
し
て
は
電
線
へ

　
　
　
　
　
　
　勇

　宝

■
「
燕
来
る
」
愛
し
い
孫
を
待
つ
や
う
に

　
　政

　子

■
つ
ば
め
来
て
過
疎
村
の
軒
明
る
く
す

　
　
　光

　子
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
を
伝
え

る
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
養
成
講
座
を
実

施
し
ま
す
。
下
仁
田
町
の
自
然
や
歴
史

に
関
心
が
あ
り
、
ガ
イ
ド
と
し
て
活
動

い
た
だ
け
る
方
は
是
非
受
講
お
願
い
し

ま
す
。

　
詳
細
は
折
込
み
の
案
内
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

　
馬
山
の
地
層
と
地
形
を
ま
る
ご
と
見

学
し
ま
す
。
縄
文
遺
跡
の
あ
る
丘
陵
の

地
形
、
そ
の
後
の
人
た
ち
の
鏑
川
ぞ
い

の
低
い
段
丘
面
、
神
社
や
寺
の
石
造
物

の
石
材
も
調
べ
ま
す
。
（
約
５
km
歩
き

ま
す
。
）

●
日
　時
　
6
月
10
日
（
土
）

「
千
平
駅
」
ま
え
８
時
15
分
集
合
（
電

車
を
ご
利
用
の
場
合
、
下
仁
田
駅
８
時

５
分
発
／
車
を
ご
利
用
の
場
合
、
道
の

駅
し
も
に
た
駐
車
　
徒
歩
15
分
）

解
散
　
道
の
駅
ま
え
　
12
時
15
分
ご
ろ

●
持
ち
物
　
飲
料
、
タ
オ
ル
、
雨
具
　

汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
電
車
代
や
バ
ス

代●
申
込
み
　６
月
９
日
し
め
き
り

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０
　

　
3
月
10
日
〜
13
日
に
山
口
県

M
i
n
e
秋
吉
台
ジ
オ
パ
ー
ク
で
行
わ

れ
た
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

全
国
研
修
会
に
ジ
オ
パ
ー
ク
下
仁
田
協

議
会
と
し
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
ジ
オ
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
て
い

る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
質
を
上
げ
、
一
つ

の
観
光
事
業
に
し
て
い
く
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
実

際
に
M
i
n
e
秋
吉
台
の
ガ
イ
ド
さ
ん

に
案
内
し
て
も
ら
い
な
が
ら
周
辺
を
歩

い
た
際
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
解
説

グ
ッ
ズ
が
登
場
し
た
り
、
様
々
な
工
夫

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
に
も
講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通

し
て
た
く
さ
ん
の
議
論
が
行
わ
れ
と
て

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
下
仁
田

で
は
協
議
会
を
中
心
に
ツ
ア
ー
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
進
め
て
い
く
計
画

で
す
。

平
成
29
年
度
ガ
イ
ド
養
成

講
座
を
実
施
し
ま
す

平
成
29
年
度
ガ
イ
ド
養
成

講
座
を
実
施
し
ま
す

大
地
の
歴
史
散
歩
　
第
一回

大
地
の
歴
史
散
歩
　
第
一回

「
馬
山
の
大
地
と

　
　
　
　
歴
史
を
さ
ぐ
る
」

「
馬
山
の
大
地
と

　
　
　
　
歴
史
を
さ
ぐ
る
」

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

行
事
予
定

全
国
研
修
会
で
ツ
ア
ー
を
学
ぶ

全
国
研
修
会
で
ツ
ア
ー
を
学
ぶ

行
事
報
告

荒
船
風
穴

荒
船
風
穴

ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く

ジ
オ
パ
ー
ク

　
4
月
か
ら
荒
船
風
穴
の
見
学
が
再
開

し
て
い
ま
す
。
こ
の
荒
船
風
穴
形
成
の

裏
に
は
下
仁
田
の
地
質
や
地
形
が
大
き

く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
風
穴
は
ど
ん
な

場
所
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
風
穴
を
作
る
岩
石
の
性
質
や
、
山

の
傾
斜
、
気
象
条
件
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
の
相
互
作
用
で
風
穴
が
で
き
て
い

ま
す
。
風
穴
を
見
な
が
ら
、
昔
の
人
が

地
質
や
地
形
を
上
手
に
利
用
し
て
き
た

歴
史
も
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

※
下
仁
田
町
自
然
史
館
で
は
、
午
前
9

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
展
示
室
を
開
放

し
て
い
ま
す
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

※
5
月
の
休
館
日
は
１
・
15
日
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
課
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
係
（
下
仁
田
町
自
然
史
館
）

☎
70
―
３
０
７
０
　

　
昨
年
、
第
32
回
妙
義
山
さ
く

ら
ま
つ
り
全
国
俳
句
大
会
に
お

い
て
、
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
佐

藤
信
子
さ
ん
（
中
小
坂
）
の
句

碑
が
妙
義
山
俳
句
の
径
（
「
道

の
駅
み
ょ
う
ぎ
」
上
方
駐
車
場

奥
）
に
建
立
さ
れ
、
４
月
３
日

に
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
お
花
見
や
紅
葉
狩
り
で
、
妙

義
山
へ
お
出
か
け
の
際
に
は
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

草
林
俳
句
会

下
仁
田
支
部

佐
藤
信
子
さ
ん
の

句
碑
建
立

草
林
俳
句
会

下
仁
田
支
部

佐
藤
信
子
さ
ん
の

句
碑
建
立

町の文芸町の文芸 ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより
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俳
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】

■
病
夫
や
我
身
を
悟
し
春
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
自
販
機
の
売
り
切
れ
い
き
あ
り
て
民
の
声

　
　
　（
伊
勢
崎
市
）
並
木
三
千
夫

■
藪
椿
赤
き
実
喰
は
へ
鳥
翔
て
り

　
　
　
　
　
　
　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
行
員
の
点
眼
確
と
日
永
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　（
下
仁
田
）

　茂
木

　久
里

■
風
穴
や
ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ
が
お
も
て
な
し

　
　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
大
相
撲 

外
人
選
手
出
か
せ
ぎ
で 

こ
も
る
よ
国
の 

家
族
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　（
伊
勢
崎
市
）
並
木
三
千
夫

■
シ
ナ
リ
オ
は
な
き
ま
ま
生
き
て
七
十
九
年
余
生
は
好
き
な
詩
を
ド
ラ
マ
に

　
　
　（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
帰
省
な
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
任
終
へ
て
三
年
離
れ
し
親
子
再
会
す

　
　
　
　
　
　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
恙
な
し
や
吾
も
植
樹
せ
し
桜
の
木
妙
義
五
千
本
の
花
の
た
よ
り
に

　
　
　
　
　
　（
大
桑
原
）

　小
実

　光
子

■
風
穴
の
安
全
祈
願
の
読
経
は
眠
り
の
山
を
目
さ
ま
す
如
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

ろ
う

お
く

つ
つ
が

あ

し
ょ
く
じ
ゅ

さ
く
ら

み
よ
う
ぎ

ご
せ
ん
ぼ
ん

は
な

【
荒
船
俳
句
会
四
月
句
会
報
】

■
病
床
の
父
に
見
せ
た
し
初
燕

　
　
　
　淑

　江

■
つ
ば
く
ら
の
垣
間
見
へ
た
る
親
心

　
　ま
ち
子

■
陋
屋
を
懐
か
し
む
ご
と
燕
来
る

　
　
　敏

　彦

■
初
燕
旋
回
し
て
は
電
線
へ

　
　
　
　
　
　
　勇

　宝

■
「
燕
来
る
」
愛
し
い
孫
を
待
つ
や
う
に

　
　政

　子

■
つ
ば
め
来
て
過
疎
村
の
軒
明
る
く
す

　
　
　光

　子
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
を
伝
え

る
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
養
成
講
座
を
実

施
し
ま
す
。
下
仁
田
町
の
自
然
や
歴
史

に
関
心
が
あ
り
、
ガ
イ
ド
と
し
て
活
動

い
た
だ
け
る
方
は
是
非
受
講
お
願
い
し

ま
す
。

　
詳
細
は
折
込
み
の
案
内
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

　
馬
山
の
地
層
と
地
形
を
ま
る
ご
と
見

学
し
ま
す
。
縄
文
遺
跡
の
あ
る
丘
陵
の

地
形
、
そ
の
後
の
人
た
ち
の
鏑
川
ぞ
い

の
低
い
段
丘
面
、
神
社
や
寺
の
石
造
物

の
石
材
も
調
べ
ま
す
。
（
約
５
km
歩
き

ま
す
。
）

●
日
　時
　
6
月
10
日
（
土
）

「
千
平
駅
」
ま
え
８
時
15
分
集
合
（
電

車
を
ご
利
用
の
場
合
、
下
仁
田
駅
８
時

５
分
発
／
車
を
ご
利
用
の
場
合
、
道
の

駅
し
も
に
た
駐
車
　
徒
歩
15
分
）

解
散
　
道
の
駅
ま
え
　
12
時
15
分
ご
ろ

●
持
ち
物
　
飲
料
、
タ
オ
ル
、
雨
具
　

汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
電
車
代
や
バ
ス

代●
申
込
み
　６
月
９
日
し
め
き
り

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０
　

　
3
月
10
日
〜
13
日
に
山
口
県

M
i
n
e
秋
吉
台
ジ
オ
パ
ー
ク
で
行
わ

れ
た
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

全
国
研
修
会
に
ジ
オ
パ
ー
ク
下
仁
田
協

議
会
と
し
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
ジ
オ
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
て
い

る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
質
を
上
げ
、
一
つ

の
観
光
事
業
に
し
て
い
く
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
実

際
に
M
i
n
e
秋
吉
台
の
ガ
イ
ド
さ
ん

に
案
内
し
て
も
ら
い
な
が
ら
周
辺
を
歩

い
た
際
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
解
説

グ
ッ
ズ
が
登
場
し
た
り
、
様
々
な
工
夫

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
に
も
講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通

し
て
た
く
さ
ん
の
議
論
が
行
わ
れ
と
て

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
下
仁
田

で
は
協
議
会
を
中
心
に
ツ
ア
ー
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
進
め
て
い
く
計
画

で
す
。

平
成
29
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度
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養
成

講
座
を
実
施
し
ま
す

平
成
29
年
度
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ま
す
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の
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」
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の
大
地
と
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ク
で
地
域
に
活
力
を
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で
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に
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を
!!
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定

全
国
研
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会
で
ツ
ア
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を
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ぶ

全
国
研
修
会
で
ツ
ア
ー
を
学
ぶ

行
事
報
告

荒
船
風
穴

荒
船
風
穴

ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く

ジ
オ
パ
ー
ク

　
4
月
か
ら
荒
船
風
穴
の
見
学
が
再
開

し
て
い
ま
す
。
こ
の
荒
船
風
穴
形
成
の

裏
に
は
下
仁
田
の
地
質
や
地
形
が
大
き

く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
風
穴
は
ど
ん
な

場
所
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
風
穴
を
作
る
岩
石
の
性
質
や
、
山

の
傾
斜
、
気
象
条
件
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
の
相
互
作
用
で
風
穴
が
で
き
て
い

ま
す
。
風
穴
を
見
な
が
ら
、
昔
の
人
が

地
質
や
地
形
を
上
手
に
利
用
し
て
き
た

歴
史
も
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

※
下
仁
田
町
自
然
史
館
で
は
、
午
前
9

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
展
示
室
を
開
放

し
て
い
ま
す
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

※
5
月
の
休
館
日
は
１
・
15
日
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
課
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
係
（
下
仁
田
町
自
然
史
館
）

☎
70
―
３
０
７
０
　

　
昨
年
、
第
32
回
妙
義
山
さ
く

ら
ま
つ
り
全
国
俳
句
大
会
に
お

い
て
、
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
佐

藤
信
子
さ
ん
（
中
小
坂
）
の
句

碑
が
妙
義
山
俳
句
の
径
（
「
道

の
駅
み
ょ
う
ぎ
」
上
方
駐
車
場

奥
）
に
建
立
さ
れ
、
４
月
３
日

に
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
お
花
見
や
紅
葉
狩
り
で
、
妙

義
山
へ
お
出
か
け
の
際
に
は
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

草
林
俳
句
会

下
仁
田
支
部

佐
藤
信
子
さ
ん
の

句
碑
建
立

草
林
俳
句
会

下
仁
田
支
部

佐
藤
信
子
さ
ん
の

句
碑
建
立

町の文芸町の文芸 ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFOMATION

　
骨
髄
移
植
は
、
白
血
病
や
重
症
再
生
不

良
性
貧
血
の
難
治
性
血
液
疾
患
に
有
効
な

治
療
法
で
す
。

　
あ
な
た
の
善
意
で
大
切
な
命
が
救
わ
れ

ま
す
の
で
ご
協
力
い
た
だ
け
た
方
に
助
成

金
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
公
益
財

団
法
人
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
行
う
骨
髄
・

末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
に
お

い
て
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
を

行
っ
た
者
に
対
し
助
成
金
を
交
付
す
る
も

の
で
す
。

●
対
象
者

①
下
仁
田
町
に
住
所
の
あ
る
者
（
提
供
日

ま
た
は
最
終
同
意
日
）

②
他
の
自
治
体
等
で
同
種
同
類
の
助
成
金

を
受
け
て
い
な
い
者

③
町
税
の
滞
納
が
な
い
者

●
助
成
額
　
骨
髄
等
の
提
供
に
係
る
通

院
、
入
院
又
は
面
談
の
日
数
に
２
万
円
を

乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
１
回
の
提
供
に
つ

き
14
万
円
を
限
度
と
す
る
。

●
申
請
方
法
　
骨
髄
等
提
供
日
か
ら
90
日

以
内
、
又
は
骨
髄
等
提
供
最
終
同
意
日
か

ら
１
８
０
日
以
内
に
交
付
申
請
書
兼
請
求

書
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
町
長
（
保
健

環
境
課
）
に
提
出
す
る
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課
　
保
健
推

進
係
　
☎
82
―
５
４
９
０

●
日
時
　
５
月
18
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
務
課
住
民
係 

☎
82
―
2
1
1
2

◆
金
融
機
関
、
役
場
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
一
定

の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、
自
動
車

税
・
軽
自
動
車
税
が
減
免
に
な
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

 

該
当
す
る
場
合
に
は
、
軽
自
動
車
税
は

5
月
24
日
（
水
）
ま
で
に
、
自
動
車
税
は

5
月
31
日
（
水
）
ま
で
に
申
請
願
い
ま

す
。
な
お
、
両
方
お
持
ち
の
方
は
、
ど
ち

ら
か
1
台
の
み
の
減
免
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

●
軽
自
動
車
税

下
仁
田
町
役
場
　
住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82
―
2
1
1
3
（
直
通
）

●
自
動
車
税

富
岡
行
政
県
税
事
務
所

☎
63
―
2
2
4
5
　
ま
た
は

自
動
車
税
事
務
所

☎
0
2
7
―
2
6
3
―
4
3
4
3

自
動
車
税
等
の
役
場
会
計
課
で
の
納
付
の

お
願
い

 

自
動
車
税
（
県
税
）
を
役
場
会
計
課
窓

口
で
納
付
し
て
い
た
だ
く
と
、
そ
の
取
扱

い
事
務
費
と
し
て
、
後
日
県
か
ら
納
付
額

の
２
％
が
町
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

 

昨
年
度
町
で
は
約
1
、
0
7
9
万
円
の

県
税
を
取
扱
い
、
そ
の
事
務
費
と
し
て
約

21
万
円
が
県
か
ら
交
付
さ
れ
、
町
の
貴
重

な
財
源
と
な
り
ま
し
た
。

 

自
動
車
税
（
県
税
）
を
納
付
の
際
は
、

役
場
会
計
課
窓
口
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

町
の
収
入
増
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
不
動
産
取
得
税
や
個
人
の
事
業
税
（
県

税
）
も
役
場
会
計
課
窓
口
で
納
付
で
き
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
会
計
課

☎
82
―
2
1
1
4
（
直
通
）

○
工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４
人
以
上

の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
６
月
１

日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。

○
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け
る

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
政
府
の
重
要
な
調
査
で
、
統
計

法
に
基
づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計

調
査
で
す
。

○
調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地

域
振
興
な
ど
、
国
及
び
地
域
行
政
施
策
の

た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま

す
。

○
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
（
税
の
資
料

な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

○
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
御
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

経
済
産
業
省
・
群
馬
県
・
下
仁
田
町

●
日
時
　
5
月
26
日
（
金
）

●
開
催
時
間
　
午
後
2
時
か
ら
午
後
3
時

30
分
（
予
定
）

●
開
催
場
所
　
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者
　
平
成
30
年
3
月
新
規
学
校
卒

業
者
（
大
学
・
短
大
・
専
修
技
術
専
門
校

等
・
高
校
・
中
学
）
の
採
用
を
お
考
え
の

事
業
主
の
み
な
さ
ん
（
個
人
・
法
人
は
問

い
ま
せ
ん
）

●
そ
の
他
　
求
人
提
出
予
定
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
新
卒
者
雇
用
に
関
心
の
あ
る
事

業
主
の
方
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
学
卒
求
人
の
申
込
書
の
み
の
配
布
も

行
っ
て
い
ま
す
。
） 

●
問
い
合
わ
せ
は
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡

学
卒
担
当
（
☎
62
―
8
6
0
9
）

　
3
級
簿
記
検
定
を
目
指
す
方
・
法
人
事

業
所
で
簿
記
を
詳
し
く
勉
強
し
た
い
方
・

個
人
事
業
所
で
複
式
簿
記
を
導
入
し
た
い

方
な
ど
、
受
講
制
限
等
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。
市
外
の
方
で
も
結
構
で
す
。

●
日
時
　
６
月
２
日
（
金
）
〜
７
月
28
日

（
金
）
ま
で
の
延
べ
25
日
間
で
毎
週
３
回

（
火
・
水
・
金
）
午
後
６
時
〜
午
後
８

時
。

●
会
場
　
富
岡
市
勤
労
者
会
館
（
富
岡
市

富
岡
３
７
９
番
地
）

●
講
義
内
容

・
簿
記
会
計
46
時
間
（
日
商
簿
記
３
級
程

度
）

・
租
税
教
室
２
時
間

●
講
師
　
富
岡
税
務
署
管
内
の
税
理
士

●
受
講
料
　
７
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
・
税
込
み
）

●
募
集
人
員
　
50
名
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み
等
　
所
定
の
申
込
用
紙
が
あ

り
ま
す
の
で
、
５
月
19
日
（
金
）
ま
で
に

富
岡
商
工
会
議
所
（
富
岡
市
富
岡
１
１
３

０
）
へ
お
問
い
合
せ
・
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

☎
62
―
４
１
５
１

●
試
験

▽
日
時
　
６
月
25
日
（
日
）
　
甲
種
・
乙

種
・
丙
種
、
午
前
９
時
〜

▽
会
場
　
高
崎
工
業
高
校
ほ
か

●
書
面
申
請

▽
受
付
期
間
　
５
月
９
日
（
火
）
〜
５
月

22
日
（
月
）
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▽
受
付
期
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

▽
受
付
場
所
　
広
域
消
防
本
部
ま
た
は
下

仁
田
消
防
署

●
電
子
申
請
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
）

▽
受
付
期
間
　
５
月
６
日
（
土
）
〜
５
月

19
日
（
金
）
で
あ
り
、
受
付
期
間
中
は
24

時
間
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp

）で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
準
備
講
習
会

▽
日
時
　
５
月
29
日
（
月
）
９
時
か
ら
16

時▽
会
場
　
広
域
消
防
本
部
３
階
会
議
室

▽
受
付
期
間
　
５
月
９
日
（
火
）
〜
５
月

22
日
（
月
）
（
土
･
日
曜
日
を
除
く
）

▽
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

▽
受
付
場
所
　
広
域
消
防
本
部
ま
た
は
下

仁
田
消
防
署

▽
受
講
料
　
９
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
・
例
題
集
代
を
含
む
）

▽
問
い
合
わ
せ
　
広
域
消
防
本
部
予
防
課

危
険
物
係
　
☎
62
―
４
３
０
６

　
肝
臓
外
来
が
、
５
月
19
日
休
診
に
な
り

ま
す
。

　
（
都
合
に
よ
り
、
休
診
に
な
る
診
療
科

も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
）
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
５
月

10
日
（
水
）
、
15
日
（
月
）
22
日

（
月
）
、
26
日
（
金
）
、
29
日
（
月
）
の

午
後
、
小
児
科
医
師
が
不
在
に
な
る
時
間

が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
役
場
庁
舎
で
は
、
下
表
の
と
お
り
担
当

課
（
係
）
に
直
通
電
話
が
か
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
）

☎82－2110
☎64－8800
☎82－2112
☎82－2113
☎82－2114
☎82－2115
☎64－8801
☎64－8802
☎64－8803
☎64－8804

☎64－8805
☎64－8806
☎64－8807
☎64－8808
☎64－8809
☎64－8810
☎64－8811
☎82－2111（代）

総務課（地域安全係・行政係）
〃　　（財政係・情報管理係）
住民税務課（住民係・年金）
〃　　（税務係・徴収係）
会計課
教育課
福祉保険課（国保係）
〃　　（介護保険係）
〃　　（福祉係）
〃　　（包括支援係・包括支援センター）

商工観光課（商工観光係・施設整備係）
農林課　　（農業係・林業係・農業委員会）
建設ガス水道課（管理係・建設係）
〃　　　　（庶務係・ガス係・水道係）
地域創生課（地域創生係・地域振興係）
議会事務局
甘楽西部衛生施設組合（ゴミ収集等）
上記以外、担当課が不明の場合

お知らせ版お知らせ版

あ
な
た
の
善
意
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い

下
仁
田
町
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー

助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

初
心
者
の
た
め
の

3
級
簿
記
講
座
受
講
者
募
集

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

準
備
講
習
会

人
権
相
談

自
動
車
税・軽
自
動
車
税
の

納
付
は
5
月
31
日（
水
）ま
で

で
す

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

平
成
30
年
3
月
新
規
学
卒
者

求
人
説
明
会
開
催

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

役
場
へ
の
ご
連
絡
は
直
通

電
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

下仁田町役場庁舎内電話番号（ダイヤルイン）
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFOMATION

　
骨
髄
移
植
は
、
白
血
病
や
重
症
再
生
不

良
性
貧
血
の
難
治
性
血
液
疾
患
に
有
効
な

治
療
法
で
す
。

　
あ
な
た
の
善
意
で
大
切
な
命
が
救
わ
れ

ま
す
の
で
ご
協
力
い
た
だ
け
た
方
に
助
成

金
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
公
益
財

団
法
人
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
行
う
骨
髄
・

末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
に
お

い
て
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
を

行
っ
た
者
に
対
し
助
成
金
を
交
付
す
る
も

の
で
す
。

●
対
象
者

①
下
仁
田
町
に
住
所
の
あ
る
者
（
提
供
日

ま
た
は
最
終
同
意
日
）

②
他
の
自
治
体
等
で
同
種
同
類
の
助
成
金

を
受
け
て
い
な
い
者

③
町
税
の
滞
納
が
な
い
者

●
助
成
額
　
骨
髄
等
の
提
供
に
係
る
通

院
、
入
院
又
は
面
談
の
日
数
に
２
万
円
を

乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
１
回
の
提
供
に
つ

き
14
万
円
を
限
度
と
す
る
。

●
申
請
方
法
　
骨
髄
等
提
供
日
か
ら
90
日

以
内
、
又
は
骨
髄
等
提
供
最
終
同
意
日
か

ら
１
８
０
日
以
内
に
交
付
申
請
書
兼
請
求

書
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
町
長
（
保
健

環
境
課
）
に
提
出
す
る
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課
　
保
健
推

進
係
　
☎
82
―
５
４
９
０

●
日
時
　
５
月
18
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
務
課
住
民
係 

☎
82
―
2
1
1
2

◆
金
融
機
関
、
役
場
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
一
定

の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、
自
動
車

税
・
軽
自
動
車
税
が
減
免
に
な
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

 

該
当
す
る
場
合
に
は
、
軽
自
動
車
税
は

5
月
24
日
（
水
）
ま
で
に
、
自
動
車
税
は

5
月
31
日
（
水
）
ま
で
に
申
請
願
い
ま

す
。
な
お
、
両
方
お
持
ち
の
方
は
、
ど
ち

ら
か
1
台
の
み
の
減
免
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

●
軽
自
動
車
税

下
仁
田
町
役
場
　
住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82
―
2
1
1
3
（
直
通
）

●
自
動
車
税

富
岡
行
政
県
税
事
務
所

☎
63
―
2
2
4
5
　
ま
た
は

自
動
車
税
事
務
所

☎
0
2
7
―
2
6
3
―
4
3
4
3

自
動
車
税
等
の
役
場
会
計
課
で
の
納
付
の

お
願
い

 

自
動
車
税
（
県
税
）
を
役
場
会
計
課
窓

口
で
納
付
し
て
い
た
だ
く
と
、
そ
の
取
扱

い
事
務
費
と
し
て
、
後
日
県
か
ら
納
付
額

の
２
％
が
町
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

 

昨
年
度
町
で
は
約
1
、
0
7
9
万
円
の

県
税
を
取
扱
い
、
そ
の
事
務
費
と
し
て
約

21
万
円
が
県
か
ら
交
付
さ
れ
、
町
の
貴
重

な
財
源
と
な
り
ま
し
た
。

 

自
動
車
税
（
県
税
）
を
納
付
の
際
は
、

役
場
会
計
課
窓
口
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

町
の
収
入
増
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
不
動
産
取
得
税
や
個
人
の
事
業
税
（
県

税
）
も
役
場
会
計
課
窓
口
で
納
付
で
き
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
会
計
課

☎
82
―
2
1
1
4
（
直
通
）

○
工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４
人
以
上

の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
６
月
１

日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。

○
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け
る

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
政
府
の
重
要
な
調
査
で
、
統
計

法
に
基
づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計

調
査
で
す
。

○
調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地

域
振
興
な
ど
、
国
及
び
地
域
行
政
施
策
の

た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま

す
。

○
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
（
税
の
資
料

な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

○
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
御
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

経
済
産
業
省
・
群
馬
県
・
下
仁
田
町

●
日
時
　
5
月
26
日
（
金
）

●
開
催
時
間
　
午
後
2
時
か
ら
午
後
3
時

30
分
（
予
定
）

●
開
催
場
所
　
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者
　
平
成
30
年
3
月
新
規
学
校
卒

業
者
（
大
学
・
短
大
・
専
修
技
術
専
門
校

等
・
高
校
・
中
学
）
の
採
用
を
お
考
え
の

事
業
主
の
み
な
さ
ん
（
個
人
・
法
人
は
問

い
ま
せ
ん
）

●
そ
の
他
　
求
人
提
出
予
定
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
新
卒
者
雇
用
に
関
心
の
あ
る
事

業
主
の
方
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
学
卒
求
人
の
申
込
書
の
み
の
配
布
も

行
っ
て
い
ま
す
。
） 

●
問
い
合
わ
せ
は
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡

学
卒
担
当
（
☎
62
―
8
6
0
9
）

　
3
級
簿
記
検
定
を
目
指
す
方
・
法
人
事

業
所
で
簿
記
を
詳
し
く
勉
強
し
た
い
方
・

個
人
事
業
所
で
複
式
簿
記
を
導
入
し
た
い

方
な
ど
、
受
講
制
限
等
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。
市
外
の
方
で
も
結
構
で
す
。

●
日
時
　
６
月
２
日
（
金
）
〜
７
月
28
日

（
金
）
ま
で
の
延
べ
25
日
間
で
毎
週
３
回

（
火
・
水
・
金
）
午
後
６
時
〜
午
後
８

時
。

●
会
場
　
富
岡
市
勤
労
者
会
館
（
富
岡
市

富
岡
３
７
９
番
地
）

●
講
義
内
容

・
簿
記
会
計
46
時
間
（
日
商
簿
記
３
級
程

度
）

・
租
税
教
室
２
時
間

●
講
師
　
富
岡
税
務
署
管
内
の
税
理
士

●
受
講
料
　
７
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
・
税
込
み
）

●
募
集
人
員
　
50
名
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み
等
　
所
定
の
申
込
用
紙
が
あ

り
ま
す
の
で
、
５
月
19
日
（
金
）
ま
で
に

富
岡
商
工
会
議
所
（
富
岡
市
富
岡
１
１
３

０
）
へ
お
問
い
合
せ
・
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

☎
62
―
４
１
５
１

●
試
験

▽
日
時
　
６
月
25
日
（
日
）
　
甲
種
・
乙

種
・
丙
種
、
午
前
９
時
〜

▽
会
場
　
高
崎
工
業
高
校
ほ
か

●
書
面
申
請

▽
受
付
期
間
　
５
月
９
日
（
火
）
〜
５
月

22
日
（
月
）
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▽
受
付
期
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

▽
受
付
場
所
　
広
域
消
防
本
部
ま
た
は
下

仁
田
消
防
署

●
電
子
申
請
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
）

▽
受
付
期
間
　
５
月
６
日
（
土
）
〜
５
月

19
日
（
金
）
で
あ
り
、
受
付
期
間
中
は
24

時
間
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp

）で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
準
備
講
習
会

▽
日
時
　
５
月
29
日
（
月
）
９
時
か
ら
16

時▽
会
場
　
広
域
消
防
本
部
３
階
会
議
室

▽
受
付
期
間
　
５
月
９
日
（
火
）
〜
５
月

22
日
（
月
）
（
土
･
日
曜
日
を
除
く
）

▽
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

▽
受
付
場
所
　
広
域
消
防
本
部
ま
た
は
下

仁
田
消
防
署

▽
受
講
料
　
９
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
・
例
題
集
代
を
含
む
）

▽
問
い
合
わ
せ
　
広
域
消
防
本
部
予
防
課

危
険
物
係
　
☎
62
―
４
３
０
６

　
肝
臓
外
来
が
、
５
月
19
日
休
診
に
な
り

ま
す
。

　
（
都
合
に
よ
り
、
休
診
に
な
る
診
療
科

も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
）
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
５
月

10
日
（
水
）
、
15
日
（
月
）
22
日

（
月
）
、
26
日
（
金
）
、
29
日
（
月
）
の

午
後
、
小
児
科
医
師
が
不
在
に
な
る
時
間

が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
役
場
庁
舎
で
は
、
下
表
の
と
お
り
担
当

課
（
係
）
に
直
通
電
話
が
か
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
）

☎82－2110
☎64－8800
☎82－2112
☎82－2113
☎82－2114
☎82－2115
☎64－8801
☎64－8802
☎64－8803
☎64－8804

☎64－8805
☎64－8806
☎64－8807
☎64－8808
☎64－8809
☎64－8810
☎64－8811
☎82－2111（代）

総務課（地域安全係・行政係）
〃　　（財政係・情報管理係）
住民税務課（住民係・年金）
〃　　（税務係・徴収係）
会計課
教育課
福祉保険課（国保係）
〃　　（介護保険係）
〃　　（福祉係）
〃　　（包括支援係・包括支援センター）

商工観光課（商工観光係・施設整備係）
農林課　　（農業係・林業係・農業委員会）
建設ガス水道課（管理係・建設係）
〃　　　　（庶務係・ガス係・水道係）
地域創生課（地域創生係・地域振興係）
議会事務局
甘楽西部衛生施設組合（ゴミ収集等）
上記以外、担当課が不明の場合

お知らせ版お知らせ版

あ
な
た
の
善
意
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い

下
仁
田
町
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー

助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

初
心
者
の
た
め
の

3
級
簿
記
講
座
受
講
者
募
集

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

準
備
講
習
会

人
権
相
談

自
動
車
税・軽
自
動
車
税
の

納
付
は
5
月
31
日（
水
）ま
で

で
す

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

平
成
30
年
3
月
新
規
学
卒
者

求
人
説
明
会
開
催

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

役
場
へ
の
ご
連
絡
は
直
通

電
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

下仁田町役場庁舎内電話番号（ダイヤルイン）



21 20下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

SHIMONITA　INFOMATION

　
宅
地
の
固
定
資
産
税
は
、
空
き
家
住
宅

を
壊
し
更
地
に
し
た
場
合
、
宅
地
の
軽
減

措
置
（
住
宅
地
特
例
）
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

 

し
か
し
、
空
き
家
の
老
朽
化
が
進
み
、

周
囲
に
危
険
を
お
よ
ぼ
す
状
況
に
な
る

と
、
特
定
空
家
等
と
判
定
さ
れ
、
そ
の
ま

ま
放
置
す
る
と
、
更
地
と
同
様
に
、
固
定

資
産
税
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
の
放
置
が
原
因

で
事
故
が
お
き
た
場
合
、
賠
償
責
任
が
発

生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
空
き
家
は
、
所
有
者
や
相
続
人
が
責
任

を
も
ち
管
理
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

　
町
で
は
空
き
家
取
壊
し
費
用
に
対
し
、

最
大
20
万
円
の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
事
前
申
請

が
必
要
で
す
）

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課
　
環
境
係

☎
82
―
5
4
9
0

　
現
在
、
食
品
の
製
造
、
販
売
等
に
従
事
し

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
食
品
の
営
業
（
許

可
業
種
）
に
対
し
、
１
つ
の
施
設
に
最
低
１

人
以
上
の
食
品
衛
生
責
任
者
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
食
品
関
係
の
仕
事

を
始
め
た
い
人
、
食
品
衛
生
知
識
を
高
め
た

い
人
も
今
回
の
講
習
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ

り
食
品
衛
生
責
任
者
と
な
る
公
的
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
講
習
会

●
日
時
　
７
月
19
日
（
水
）

午
前
８
時
50
分
〜
午
後
４
時
40
分

●
会
場
　
富
岡
合
同
庁
舎
　

●
申
込
日
時

●
日
時
　
６
月
７
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

●
場
所
　
富
岡
合
同
庁
舎
３
階
中
会
議
室
１

●
日
時
　
６
月
８
日
（
木
）
・
９
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
場
所
　
富
岡
合
同
庁
舎
１
階
保
健
福
祉

事
務
所
内

●
定
員
　
70
名

●
申
込
料
金
　
９
、
０
０
０
円
を
持
参
し

て
下
さ
い

※
申
込
み
は
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
が
、

受
講
者
の
正
確
な
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
生
年
月
日
を
控
え
て
き
て
下
さ
い
。

※
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、
前
も
っ
て
連

絡
の
上
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
甘
楽
富
岡
食
品
衛
生
協
会

富
岡
市
田
島
３
４
３
―
１

富
岡
保
健
福
祉
事
務
所
内
　
☎
64
―
4
1

4
1

　
町
と
「
地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
た
包

括
連
携
協
定
」
を
締
結
し
て
い
る
し
の
の

め
信
用
金
庫
主
催
、
下
仁
田
町
共
催
に
よ

る
創
業
ス
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
後
創
業
、
起
業
を
お
考
え
の
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
５
月
20
日
〜
８
月
５
日
計
７
回

詳
細
な
日
程
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
会
場
　
し
の
の
め
信
用
金
庫
　
高
崎
支

店
ビ
ル
６
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
高

崎
市
上
中
居
町
58
）

●
対
象
者
　
事
業
を
営
ん
で
い
な
い
個
人

●
募
集
定
員
　
30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
受
講
料
　
1
0
、
8
0
0
円
（
消
費
税

込
　
全
7
回
分
）

●
創
業
ス
ク
ー
ル
を
受
講
す
る
メ
リ
ッ
ト

・
町
内
で
会
社
設
立
す
る
際
の
登
録
免
許

税
に
つ
い
て
、
資
本
金
の
0
・
7
％
が

0
・
3
5
％
に
減
免

・
創
業
関
連
保
証
の
枠
が
1
、
0
0
0
万

円
か
ら
1
、
5
0
0
万
円
に
拡
充

・
創
業
２
ヵ
月
前
か
ら
対
象
と
な
る
創
業

関
連
保
証
の
特
例
に
つ
い
て
、
事
業
開
始

の
６
ヵ
月
前
か
ら
利
用
可
能

※
こ
れ
ら
支
援
を
受
け
る
た
め
に
は
受
講

者
名
簿
に
よ
る
確
認
を
行
い
、
全
体
の
７

割
以
上
の
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方
に
証
明

書
発
行
し
ま
す
、
修
了
後
町
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
方
法

お
名
前
・
ご
住
所
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
創
業
予
定

業
種
・
創
業
予
定
年
月
を
明
記
の
上
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

し
の
の
め
信
用
金
庫
地
域
応
援
部

☎
0
2
7
―
3
3
0
―
1
1
7
7

℻
0
2
7
―
3
3
0
―
1
1
8
9

Ｅ
メ
ー
ル

●
相
談
窓
口

役
場
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
64
―
8
8
0
5
（
直
通
）

keisou@
shinonom

e.shinkin.jp

自
走
式
草
刈
粉
砕
機

《
無
料
で
貸
出
し
》

　
自
走
式
草
刈
粉
砕
機
（
ハ
ン
マ
ー
ナ
イ

フ
）
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。
５
月
10

日
（
水
）
か
ら
利
用
開
始
と
な
り
ま
す
の

で
利
用
し
た
い
人
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

へ
電
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
　
草
木
が
繁
茂
す
る
土
地
の
草
刈

り
を
行
い
、
そ
の
土
地
の
環
境
を
保
全
し

よ
う
と
す
る
個
人
や
団
体

●
予
約
受
付
期
間
　
使
用
す
る
日
の
属
す

る
月
の
２
カ
月
前
の
初
日
〜
貸
出
日
の
７

日
前

●
貸
出
日
・
返
却
日
　
平
日
（
月
〜
金
曜

日
の
祝
日
を
除
く
日
）

●
貸
出
期
間
　
３
日
以
内
（
貸
出
日
・
返

却
日
を
含
む
）※

返
却
日
が
休
日
な
ど
の

場
合
は
直
後
の
平
日

●
利
用
限
度
　
１
カ
月
に
１
回
ま
で

●
利
用
料
　
無
料
（
運
搬
費
・
燃
料
費
・

保
険
料
な
ど
は
利
用
者
負
担
）

●
運
搬
　
利
用
者
本
人
が
行
う

●
貸
出
し
に
必
要
な
物
　
印
鑑
（
朱
肉
を

使
う
物
）
、
運
転
免
許
証
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
、

固
定
用
ロ
ー
プ

●
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
（
☎
64―

８
８

０
６
）
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
82―

５

４
９
１
）

「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く

下
仁
田
奨
学
金
事
業
」を

応
援
し
て
く
だ
さ
い

　
下
仁
田
町
、
群
馬
銀
行
、
し
の
の
め
信

用
金
庫
及
び
群
馬
県
信
用
組
合
は
、
平
成

29
年
４
月
か
ら
、
卒
業
後
町
へ
定
住
す
れ

ば
、
保
護
者
が
金
融
機
関
へ
返
済
し
た
奨

学
ロ
ー
ン
相
当
額
を
補
助
す
る
奨
学
金
制

度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
で
は
、
こ
の
奨
学
金
制
度
の

財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
29
年
３
月

に
内
閣
府
か
ら
地
方
創
生
応
援
税
制
（
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）
の
認
定
を
受
け
ま

し
た
。

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
「
ね
ぎ
と

こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
事
業
」
に
企

業
が
寄
附
を
行
う
と
、
最
大
で
寄
附
額
の

約
６
割
相
当
額
が
法
人
関
係
税
で
軽
減
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　
下
仁
田
町
へ
寄
附
し
て
頂
く
こ
と
で
、

下
仁
田
町
、
金
融
機
関
と
共
に
地
域
の
子

ど
も
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
個
人
と
企
業

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場

地
域
創
生
課
地
域
創
生
係

☎
64
―
8
8
0
９
（
直
通
）

寸法：長さ×幅×高さ

質量

移動方式

駆動方式

最大作業効率

刈幅

刈高

自走式草刈粉砕機の仕様

刈った草は細かく粉砕されるので、肥料の
原料などに再利用することができます。
刈った草は細かく粉砕されるので、肥料の
原料などに再利用することができます。

1645mm×790mm×950mm

200kg

自走式（後輪部クローラー）

ガソリンエンジン

22ａ/h

650mm

20×85mm

奨学金
高校、予備校　　　　　　　 　　30,000円／毎月
専門学校、短大、大学、大学院等　 50,000円／毎月

保護者等が下仁田町に住んでいる全ての高校生、
予備校生、短大生、大学生等が対象（年齢用件なし）

１１，０００，０００円　　２件
（うち企業版ふるさと納税　０件）

奨学金の対象者

平成28年度の
寄附金受領額

お知らせ版お知らせ版

食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講
習

会
開
催

創
業
ス
ク
ー
ル「
赤
れ
ん
が
塾
」

受
講
者
募
集

　　　　　　　　　区　　　　　分

空き地（更地）

小規模住宅用地

一般住宅用地

建物が無い状態

住宅1戸につき200㎡まで

住宅1戸につき200㎡を超えた部分

軽減措置

なし

１/６になる

１/３になる

税率

基礎額

×１.４％

町
内
に
空
き
家
を
お
持
ち
の

皆
様
へ



21 20下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

SHIMONITA　INFOMATION

　
宅
地
の
固
定
資
産
税
は
、
空
き
家
住
宅

を
壊
し
更
地
に
し
た
場
合
、
宅
地
の
軽
減

措
置
（
住
宅
地
特
例
）
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

 

し
か
し
、
空
き
家
の
老
朽
化
が
進
み
、

周
囲
に
危
険
を
お
よ
ぼ
す
状
況
に
な
る

と
、
特
定
空
家
等
と
判
定
さ
れ
、
そ
の
ま

ま
放
置
す
る
と
、
更
地
と
同
様
に
、
固
定

資
産
税
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
の
放
置
が
原
因

で
事
故
が
お
き
た
場
合
、
賠
償
責
任
が
発

生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
空
き
家
は
、
所
有
者
や
相
続
人
が
責
任

を
も
ち
管
理
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

　
町
で
は
空
き
家
取
壊
し
費
用
に
対
し
、

最
大
20
万
円
の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
事
前
申
請

が
必
要
で
す
）

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課
　
環
境
係

☎
82
―
5
4
9
0

　
現
在
、
食
品
の
製
造
、
販
売
等
に
従
事
し

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
食
品
の
営
業
（
許

可
業
種
）
に
対
し
、
１
つ
の
施
設
に
最
低
１

人
以
上
の
食
品
衛
生
責
任
者
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
食
品
関
係
の
仕
事

を
始
め
た
い
人
、
食
品
衛
生
知
識
を
高
め
た

い
人
も
今
回
の
講
習
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ

り
食
品
衛
生
責
任
者
と
な
る
公
的
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
講
習
会

●
日
時
　
７
月
19
日
（
水
）

午
前
８
時
50
分
〜
午
後
４
時
40
分

●
会
場
　
富
岡
合
同
庁
舎
　

●
申
込
日
時

●
日
時
　
６
月
７
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

●
場
所
　
富
岡
合
同
庁
舎
３
階
中
会
議
室
１

●
日
時
　
６
月
８
日
（
木
）
・
９
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
場
所
　
富
岡
合
同
庁
舎
１
階
保
健
福
祉

事
務
所
内

●
定
員
　
70
名

●
申
込
料
金
　
９
、
０
０
０
円
を
持
参
し

て
下
さ
い

※
申
込
み
は
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
が
、

受
講
者
の
正
確
な
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
生
年
月
日
を
控
え
て
き
て
下
さ
い
。

※
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、
前
も
っ
て
連

絡
の
上
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
甘
楽
富
岡
食
品
衛
生
協
会

富
岡
市
田
島
３
４
３
―
１

富
岡
保
健
福
祉
事
務
所
内
　
☎
64
―
4
1

4
1

　
町
と
「
地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
た
包

括
連
携
協
定
」
を
締
結
し
て
い
る
し
の
の

め
信
用
金
庫
主
催
、
下
仁
田
町
共
催
に
よ

る
創
業
ス
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
後
創
業
、
起
業
を
お
考
え
の
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
５
月
20
日
〜
８
月
５
日
計
７
回

詳
細
な
日
程
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
会
場
　
し
の
の
め
信
用
金
庫
　
高
崎
支

店
ビ
ル
６
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
高

崎
市
上
中
居
町
58
）

●
対
象
者
　
事
業
を
営
ん
で
い
な
い
個
人

●
募
集
定
員
　
30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
受
講
料
　
1
0
、
8
0
0
円
（
消
費
税

込
　
全
7
回
分
）

●
創
業
ス
ク
ー
ル
を
受
講
す
る
メ
リ
ッ
ト

・
町
内
で
会
社
設
立
す
る
際
の
登
録
免
許

税
に
つ
い
て
、
資
本
金
の
0
・
7
％
が

0
・
3
5
％
に
減
免

・
創
業
関
連
保
証
の
枠
が
1
、
0
0
0
万

円
か
ら
1
、
5
0
0
万
円
に
拡
充

・
創
業
２
ヵ
月
前
か
ら
対
象
と
な
る
創
業

関
連
保
証
の
特
例
に
つ
い
て
、
事
業
開
始

の
６
ヵ
月
前
か
ら
利
用
可
能

※
こ
れ
ら
支
援
を
受
け
る
た
め
に
は
受
講

者
名
簿
に
よ
る
確
認
を
行
い
、
全
体
の
７

割
以
上
の
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方
に
証
明

書
発
行
し
ま
す
、
修
了
後
町
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
方
法

お
名
前
・
ご
住
所
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
創
業
予
定

業
種
・
創
業
予
定
年
月
を
明
記
の
上
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
問
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・
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自
走
式
草
刈
粉
砕
機

《
無
料
で
貸
出
し
》

　
自
走
式
草
刈
粉
砕
機
（
ハ
ン
マ
ー
ナ
イ

フ
）
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。
５
月
10

日
（
水
）
か
ら
利
用
開
始
と
な
り
ま
す
の

で
利
用
し
た
い
人
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

へ
電
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
　
草
木
が
繁
茂
す
る
土
地
の
草
刈

り
を
行
い
、
そ
の
土
地
の
環
境
を
保
全
し

よ
う
と
す
る
個
人
や
団
体

●
予
約
受
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期
間
　
使
用
す
る
日
の
属
す

る
月
の
２
カ
月
前
の
初
日
〜
貸
出
日
の
７
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前

●
貸
出
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・
返
却
日
　
平
日
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月
〜
金
曜

日
の
祝
日
を
除
く
日
）

●
貸
出
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間
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日
以
内
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出
日
・
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を
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む
）※

返
却
日
が
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日
な
ど
の

場
合
は
直
後
の
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日

●
利
用
限
度
　
１
カ
月
に
１
回
ま
で

●
利
用
料
　
無
料
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運
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費
・
燃
料
費
・

保
険
料
な
ど
は
利
用
者
負
担
）

●
運
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用
者
本
人
が
行
う

●
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出
し
に
必
要
な
物
　
印
鑑
（
朱
肉
を

使
う
物
）
、
運
転
免
許
証
、
軽
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ラ
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ク
、

固
定
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プ
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問
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せ
　
農
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課
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８
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０
６
）
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
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82―
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９
１
）

「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く

下
仁
田
奨
学
金
事
業
」を

応
援
し
て
く
だ
さ
い

　
下
仁
田
町
、
群
馬
銀
行
、
し
の
の
め
信

用
金
庫
及
び
群
馬
県
信
用
組
合
は
、
平
成

29
年
４
月
か
ら
、
卒
業
後
町
へ
定
住
す
れ

ば
、
保
護
者
が
金
融
機
関
へ
返
済
し
た
奨

学
ロ
ー
ン
相
当
額
を
補
助
す
る
奨
学
金
制

度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
で
は
、
こ
の
奨
学
金
制
度
の

財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
29
年
３
月

に
内
閣
府
か
ら
地
方
創
生
応
援
税
制
（
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）
の
認
定
を
受
け
ま

し
た
。

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
「
ね
ぎ
と

こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
事
業
」
に
企

業
が
寄
附
を
行
う
と
、
最
大
で
寄
附
額
の

約
６
割
相
当
額
が
法
人
関
係
税
で
軽
減
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　
下
仁
田
町
へ
寄
附
し
て
頂
く
こ
と
で
、

下
仁
田
町
、
金
融
機
関
と
共
に
地
域
の
子

ど
も
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
個
人
と
企
業

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場

地
域
創
生
課
地
域
創
生
係

☎
64
―
8
8
0
９
（
直
通
）

寸法：長さ×幅×高さ

質量

移動方式

駆動方式

最大作業効率

刈幅

刈高

自走式草刈粉砕機の仕様

刈った草は細かく粉砕されるので、肥料の
原料などに再利用することができます。
刈った草は細かく粉砕されるので、肥料の
原料などに再利用することができます。

1645mm×790mm×950mm

200kg

自走式（後輪部クローラー）

ガソリンエンジン

22ａ/h

650mm

20×85mm

奨学金
高校、予備校　　　　　　　 　　30,000円／毎月
専門学校、短大、大学、大学院等　 50,000円／毎月

保護者等が下仁田町に住んでいる全ての高校生、
予備校生、短大生、大学生等が対象（年齢用件なし）

１１，０００，０００円　　２件
（うち企業版ふるさと納税　０件）

奨学金の対象者

平成28年度の
寄附金受領額

お知らせ版お知らせ版

食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講
習

会
開
催

創
業
ス
ク
ー
ル「
赤
れ
ん
が
塾
」

受
講
者
募
集

　　　　　　　　　区　　　　　分

空き地（更地）

小規模住宅用地

一般住宅用地

建物が無い状態

住宅1戸につき200㎡まで

住宅1戸につき200㎡を超えた部分

軽減措置

なし

１/６になる

１/３になる

税率

基礎額

×１.４％

町
内
に
空
き
家
を
お
持
ち
の

皆
様
へ
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〜
65
歳
以
上
の
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る

メ
ニ
ュ
ー

　
外
出
の
機
会
を
持
ち
、
趣
味
や
自
分
の

し
た
い
活
動
や
、
普
通
の
生
活
を
続
け
る

事
で
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
元
気
に
保
ち
ま

し
ょ
う
。
お
得
な
情
報
を
ゲ
ッ
ト
し
、
楽

し
く
過
ご
せ
る
場
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
「
運
動
も
で
き
る
居
場
所
」
の
ご
紹
介

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
、
参
加
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
鬼
石
モ
デ
ル
」
の
簡

単
な
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
直
接
会

場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

い
こ
い
処

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
12
時

●
場
所
　
い
こ
い
処
（
下
仁
田
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、
1
0
0
円

の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

貯
筋
の
つ
ど
い

●
日
程

※
原
則
第
１
・
第
３
水
曜
日
に
実
施
（
祝

祭
日
の
際
は
変
更
あ
り
）

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
12
時

●
場
所
　
旧
小
坂
小
学
校
　
1
階

　
運
動
の
で
き
る
支
度
で
、
水
分
を
お
持

ち
の
上
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　
荒
天
の
場
合
は
お
休
み
で
す
。
個
々
の

ご
連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
不
明
の

場
合
は
、
福
祉
保
険
課
　
包
括
支
援
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
不
妊
治
療
・
不
育
治
療
を
受
け
て
い

る
方
に
、
そ
の
治
療
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

●
対
象
者

・
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
で
、

妻
の
年
齢
が
43
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

・
治
療
日
時
点
で
町
内
に
住
所
を
有
し
、

引
き
続
き
定
住
の
意
志
が
あ
る
こ
と

・
医
療
保
険
各
法
の
被
保
険
者
ま
た
は

被
扶
養
者
で
あ
る
こ
と

・
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

・
特
定
不
妊
治
療
に
つ
い
て
は
、
知
事

が
指
定
し
た
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け

て
い
る
こ
と

●
助
成
内
容

下
記
の
表
参
照

（
注
）
医
療
機
関
で
支
払
い
を
し
た
治

療
費
か
ら
、
保
険
等
か
ら
補
て
ん
さ
れ

る
金
額
を
差
し
引
い
た
金
額
が
、
助
成

金
算
定
の
基
準
額
と
な
り
ま
す
。

●
助
成
対
象
期
間

平
成
29
年
３
月
か
ら
平
成
30
年
２
月
診

療
分
に
対
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
方
法

ア
　
事
前
に
「
治
療
開
始
届
出
書
」
を

提
出
す
る
（
1
月
末
ま
で
に
）
。

イ
　
２
月
の
治
療
が
終
了
し
た
ら
、
ま

た
は
年
度
途
中
で
も
治
療
が
終
了
し
た

ら
申
請
す
る
。

①
「
申
請
書
」

②
「
医
療
機
関
証
明
書
（
治
療
区
分
に

よ
り
様
式
が
異
な
る
）
」

③
「
同
意
書
」
に
必
要
書
類
（
医
療
機

関
発
行
の
領
収
書
）
を
添
付
し
て
、
下

記
問
合
せ
先
へ
提
出
す
る
。

　
様
式
は
、
下
記
窓
口
へ
請
求
い
た
だ

く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
申
請
期
限

平
成
30
年
３
月
30
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
　
保
健
環
境

課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
保
健
予
防
係

　
☎
82
―
5
4
9
0

5月10日（水）
5月24日（水）
6月  7日（水）
6月21日（水）
7月  5日（水）
7月19日（水）
9月  6日（水）
9月20日（水）
10月  4日（水）
10月18日（水）

11月  1日（水）
11月15日（水）
12月  6日（水）
12月20日（水）
1月17日（水）
2月  7日（水）
2月21日（水）
3月  7日（水）
3月22日（水）

『
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
』
と
は

　
西
毛
病
院
の
専
門
チ
ー
ム
が
認
知
症
で

お
困
り
の
時
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
や

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
ご
家
庭
に
訪

問
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
た
と
え
認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
の

意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
住
み
な

れ
た
地
域
の
良
い
環
境
で
暮
ら
し
続
け
る

た
め
の
体
制
で
す
。

ご
家
族
の
徘
徊
が
心
配
な
方
へ
の
ご
案
内

　
高
齢
者
等
が
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
が

あ
っ
た
場
合
に
、
早
期
発
見
・
保
護
が
で

き
る
よ
う
に
、
富
岡
警
察
署
と
連
携
し
次

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

徘
徊
高
齢
者
等
事
前
登
録
制
度

　
顔
写
真
・
身
体
的
特
徴
・
緊
急
連
絡
先

等
を
事
前
に
登
録
し
て
お
く
こ
と
で
、
緊

急
時
に
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
も
の
で
、
登
録
さ
れ
た
内
容
は
事
前
に

警
察
署
に
も
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

●
相
談
先

下
仁
田
町
　
福
祉
保
険
課
　
包
括
支
援
係

（
下
仁
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
64
―
8
8
0
4
（
直
通
）

　
下
仁
田
厚
生
病
院
に
て
、
個
別
健
（
検
）

診
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
集
団
健
診
で
都
合
が
つ
か
な

い
方
や
個
別
健
診
を
利
用
し
た
い
方
は
、
是

非
ご
利
用
下
さ
い
。

　
受
診
し
た
い
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

82
―
5
4
9
0
）
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
そ
の
後
の
日
程
調
整
の
連
絡
は
病
院
か

ら
い
き
ま
す
の
で
、
指
定
日
に
封
筒
一
式
を

持
参
し
来
院
し
て
下
さ
い
。

●
期
間
　
平
成
29
年
5
月
〜
9
月
の
火
曜

日
・
水
曜
日
・
木
曜
日
・
金
曜
日

●
時
間
　
午
後
か
ら

●
場
所
　
下
仁
田
厚
生
病
院

●
検
診
内
容
　
国
保
特
定
健
診
・
若
年
者
健

診
（
若
年
者
は
が
ん
検
診
除
く
）
・
各
種
が

ん
検
診
等

※
受
診
項
目
の
詳
細
は
、
「
特
定
健
診
・
が

ん
検
診
等
に
つ
い
て
の
ご
案
内
」
参
照

●
持
ち
物

・
今
回
お
配
り
し
て
い
る
封
筒
一
式
（
受
診

票
の
シ
ー
ル
が
必
要
で
す
）

・
受
診
料
（
特
定
健
診
無
料
）

※
受
診
料
に
つ
い
て
は
、
集
団
・
個
別
健
診

と
も
同
額
で
す
。
P
24「
特
定
健
診
・
が
ん

検
診
に
つ
い
て
の
ご
案
内
」
参
照

認
知
症
で
お
悩
み
の
ご
家
族
へ

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
が
支
え
ま
す
！！

●
日
時
　
平
成
29
年
６
月
４
日
（
日
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
２
時
30
分
ま
で
受
付

●
場
所
　
富
岡
甘
楽
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

（
公
立
七
日
市
病
院
と
な
り
）

※
群
馬
県
信
用
組
合
の
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

●
内
容

・
歯
の
健
康
相
談
、
健
康
診
断
　
口
や

歯
、
入
れ
歯
の
悩
み
な
ど
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い

・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
　
（
歯
ブ
ラ

シ
を
受
付
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
）

・
フ
ッ
素
塗
布
　
大
人
も
子
供
も
無
料
で

体
験
で
き
ま
す

・
８
０
２
０
賞
　
80
歳
以
上
で
20
本
以
上

使
え
る
歯
が
残
っ
て
い
る
人
に
は
そ
の
場

で
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
歯
に
自
信
が
あ
り
、
ま
だ
受
賞
経
験
の

な
い
人
は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
他
に
も
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
水
の
試

飲
、
ゲ
ー
ム
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
に

関
す
る
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
む
し
歯
予
防
図

画
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
展
示
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
！

　
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
♪

●
問
い
合
わ
せ
　
公
益
社
団
法
人
　
富
岡

甘
楽
歯
科
医
師
会
　
富
岡
市
七
日
市

6
4
0
―
1
　

☎
62
―
1
7
0
6

希
望
す
る
方
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課
　
保
健
予

防
係
　
☎
82
―
5
4
9
0

歯
と
口
の
健
康

フ
ェ
ア
2
0
1
7

今
年
も
開
催
!!

一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
よ
う
！

外
出
の
機
会
を
作
り
健
康
寿
命
を

延
ば
し
ま
し
ょ
う

不
妊
治
療
費
を

助
成
し
ま
す

『
特
定
健
診
・
若
年
者
健
診
・
が
ん
検
診
』は

個
別
健
（
検
）
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
!!

定
期
的
な
健
診
が
必
要
で
す

最
近
お
か
し
い
な
？

任
意
予
防
接
種
の

助
成
を
し
ま
す

対　象　者　

回　　　数　

個人負担金　

接 種 方 法　

そ　の　他　

委託医療機関での個別接種です。
①保健センターへ申請して、該当予防接種の予診票を受取る。
②医療機関に事前に予約して、指定された日に受診する。

おたふくかぜ

１歳以上５歳未満

１回

無料

大人の風疹・麻疹
平成２年４月１日以前に生まれた
方で、妊娠を希望している女性およ
びその夫、妊娠中の女性の夫

１回
助成額（風疹3,000円、麻疹風疹混
合ワクチン5,000円）を差し引いた
額。

妊娠中は接種できません。また、接
種後2か月は避妊が必要です。

ロタウイルス

生後6週から27週または32週
まで

2回または3回
助成額（1価ワクチン7,500
円、5価ワクチン5,000円）を
差し引いた額。

初回接種を生後14週6日まで
に済ませてください。

通
算
７
か
年
度

1年度当たりの助成金内　容区　分 期間

特定
不妊
治療

一般
不妊治療
不育
治療

体外受精もし
くは顕微授精
による治療

上記以外の
一般的な治療
不育症の治療

治療費等の2分の1か、100万円の
いずれか少ない金額
※県が実施している助成制度を先
に申請して下さい。
治療費等の２分の１か、20万円の
いずれか少ない金額
治療費等の２分の１か、20万円の
いずれか少ない金額

健康健康
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〜
65
歳
以
上
の
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る

メ
ニ
ュ
ー

　
外
出
の
機
会
を
持
ち
、
趣
味
や
自
分
の

し
た
い
活
動
や
、
普
通
の
生
活
を
続
け
る

事
で
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
元
気
に
保
ち
ま

し
ょ
う
。
お
得
な
情
報
を
ゲ
ッ
ト
し
、
楽

し
く
過
ご
せ
る
場
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
「
運
動
も
で
き
る
居
場
所
」
の
ご
紹
介

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
、
参
加
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
鬼
石
モ
デ
ル
」
の
簡

単
な
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
直
接
会

場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

い
こ
い
処

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
12
時

●
場
所
　
い
こ
い
処
（
下
仁
田
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、
1
0
0
円

の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

貯
筋
の
つ
ど
い

●
日
程

※
原
則
第
１
・
第
３
水
曜
日
に
実
施
（
祝

祭
日
の
際
は
変
更
あ
り
）

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
12
時

●
場
所
　
旧
小
坂
小
学
校
　
1
階

　
運
動
の
で
き
る
支
度
で
、
水
分
を
お
持

ち
の
上
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　
荒
天
の
場
合
は
お
休
み
で
す
。
個
々
の

ご
連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
不
明
の

場
合
は
、
福
祉
保
険
課
　
包
括
支
援
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
不
妊
治
療
・
不
育
治
療
を
受
け
て
い

る
方
に
、
そ
の
治
療
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

●
対
象
者

・
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
で
、

妻
の
年
齢
が
43
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

・
治
療
日
時
点
で
町
内
に
住
所
を
有
し
、

引
き
続
き
定
住
の
意
志
が
あ
る
こ
と

・
医
療
保
険
各
法
の
被
保
険
者
ま
た
は

被
扶
養
者
で
あ
る
こ
と

・
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

・
特
定
不
妊
治
療
に
つ
い
て
は
、
知
事

が
指
定
し
た
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け

て
い
る
こ
と

●
助
成
内
容

下
記
の
表
参
照

（
注
）
医
療
機
関
で
支
払
い
を
し
た
治

療
費
か
ら
、
保
険
等
か
ら
補
て
ん
さ
れ

る
金
額
を
差
し
引
い
た
金
額
が
、
助
成

金
算
定
の
基
準
額
と
な
り
ま
す
。

●
助
成
対
象
期
間

平
成
29
年
３
月
か
ら
平
成
30
年
２
月
診

療
分
に
対
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
方
法

ア
　
事
前
に
「
治
療
開
始
届
出
書
」
を

提
出
す
る
（
1
月
末
ま
で
に
）
。

イ
　
２
月
の
治
療
が
終
了
し
た
ら
、
ま

た
は
年
度
途
中
で
も
治
療
が
終
了
し
た

ら
申
請
す
る
。

①
「
申
請
書
」

②
「
医
療
機
関
証
明
書
（
治
療
区
分
に

よ
り
様
式
が
異
な
る
）
」

③
「
同
意
書
」
に
必
要
書
類
（
医
療
機

関
発
行
の
領
収
書
）
を
添
付
し
て
、
下

記
問
合
せ
先
へ
提
出
す
る
。

　
様
式
は
、
下
記
窓
口
へ
請
求
い
た
だ

く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
申
請
期
限

平
成
30
年
３
月
30
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
　
保
健
環
境

課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
保
健
予
防
係

　
☎
82
―
5
4
9
0

5月10日（水）
5月24日（水）
6月  7日（水）
6月21日（水）
7月  5日（水）
7月19日（水）
9月  6日（水）
9月20日（水）
10月  4日（水）
10月18日（水）

11月  1日（水）
11月15日（水）
12月  6日（水）
12月20日（水）
1月17日（水）
2月  7日（水）
2月21日（水）
3月  7日（水）
3月22日（水）

『
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
』
と
は

　
西
毛
病
院
の
専
門
チ
ー
ム
が
認
知
症
で

お
困
り
の
時
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
や

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
ご
家
庭
に
訪

問
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
た
と
え
認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
の

意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
住
み
な

れ
た
地
域
の
良
い
環
境
で
暮
ら
し
続
け
る

た
め
の
体
制
で
す
。

ご
家
族
の
徘
徊
が
心
配
な
方
へ
の
ご
案
内

　
高
齢
者
等
が
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
が

あ
っ
た
場
合
に
、
早
期
発
見
・
保
護
が
で

き
る
よ
う
に
、
富
岡
警
察
署
と
連
携
し
次

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

徘
徊
高
齢
者
等
事
前
登
録
制
度

　
顔
写
真
・
身
体
的
特
徴
・
緊
急
連
絡
先

等
を
事
前
に
登
録
し
て
お
く
こ
と
で
、
緊

急
時
に
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
も
の
で
、
登
録
さ
れ
た
内
容
は
事
前
に

警
察
署
に
も
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

●
相
談
先

下
仁
田
町
　
福
祉
保
険
課
　
包
括
支
援
係

（
下
仁
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
64
―
8
8
0
4
（
直
通
）

　
下
仁
田
厚
生
病
院
に
て
、
個
別
健
（
検
）

診
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
集
団
健
診
で
都
合
が
つ
か
な

い
方
や
個
別
健
診
を
利
用
し
た
い
方
は
、
是

非
ご
利
用
下
さ
い
。

　
受
診
し
た
い
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

82
―
5
4
9
0
）
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
そ
の
後
の
日
程
調
整
の
連
絡
は
病
院
か

ら
い
き
ま
す
の
で
、
指
定
日
に
封
筒
一
式
を

持
参
し
来
院
し
て
下
さ
い
。

●
期
間
　
平
成
29
年
5
月
〜
9
月
の
火
曜

日
・
水
曜
日
・
木
曜
日
・
金
曜
日

●
時
間
　
午
後
か
ら

●
場
所
　
下
仁
田
厚
生
病
院

●
検
診
内
容
　
国
保
特
定
健
診
・
若
年
者
健

診
（
若
年
者
は
が
ん
検
診
除
く
）
・
各
種
が

ん
検
診
等

※
受
診
項
目
の
詳
細
は
、
「
特
定
健
診
・
が

ん
検
診
等
に
つ
い
て
の
ご
案
内
」
参
照

●
持
ち
物

・
今
回
お
配
り
し
て
い
る
封
筒
一
式
（
受
診

票
の
シ
ー
ル
が
必
要
で
す
）

・
受
診
料
（
特
定
健
診
無
料
）

※
受
診
料
に
つ
い
て
は
、
集
団
・
個
別
健
診

と
も
同
額
で
す
。
P
24「
特
定
健
診
・
が
ん

検
診
に
つ
い
て
の
ご
案
内
」
参
照

認
知
症
で
お
悩
み
の
ご
家
族
へ

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
が
支
え
ま
す
！！

●
日
時
　
平
成
29
年
６
月
４
日
（
日
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
２
時
30
分
ま
で
受
付

●
場
所
　
富
岡
甘
楽
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

（
公
立
七
日
市
病
院
と
な
り
）

※
群
馬
県
信
用
組
合
の
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

●
内
容

・
歯
の
健
康
相
談
、
健
康
診
断
　
口
や

歯
、
入
れ
歯
の
悩
み
な
ど
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い

・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
　
（
歯
ブ
ラ

シ
を
受
付
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
）

・
フ
ッ
素
塗
布
　
大
人
も
子
供
も
無
料
で

体
験
で
き
ま
す

・
８
０
２
０
賞
　
80
歳
以
上
で
20
本
以
上

使
え
る
歯
が
残
っ
て
い
る
人
に
は
そ
の
場

で
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
歯
に
自
信
が
あ
り
、
ま
だ
受
賞
経
験
の

な
い
人
は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
他
に
も
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
水
の
試

飲
、
ゲ
ー
ム
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
に

関
す
る
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
む
し
歯
予
防
図

画
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
展
示
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
！

　
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
♪

●
問
い
合
わ
せ
　
公
益
社
団
法
人
　
富
岡

甘
楽
歯
科
医
師
会
　
富
岡
市
七
日
市

6
4
0
―
1
　

☎
62
―
1
7
0
6

希
望
す
る
方
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課
　
保
健
予

防
係
　
☎
82
―
5
4
9
0

歯
と
口
の
健
康

フ
ェ
ア
2
0
1
7

今
年
も
開
催
!!

一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
よ
う
！

外
出
の
機
会
を
作
り
健
康
寿
命
を

延
ば
し
ま
し
ょ
う

不
妊
治
療
費
を

助
成
し
ま
す

『
特
定
健
診
・
若
年
者
健
診
・
が
ん
検
診
』は

個
別
健
（
検
）
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
!!

定
期
的
な
健
診
が
必
要
で
す

最
近
お
か
し
い
な
？

任
意
予
防
接
種
の

助
成
を
し
ま
す

対　象　者　

回　　　数　

個人負担金　

接 種 方 法　

そ　の　他　

委託医療機関での個別接種です。
①保健センターへ申請して、該当予防接種の予診票を受取る。
②医療機関に事前に予約して、指定された日に受診する。

おたふくかぜ

１歳以上５歳未満

１回

無料

大人の風疹・麻疹
平成２年４月１日以前に生まれた
方で、妊娠を希望している女性およ
びその夫、妊娠中の女性の夫

１回
助成額（風疹3,000円、麻疹風疹混
合ワクチン5,000円）を差し引いた
額。

妊娠中は接種できません。また、接
種後2か月は避妊が必要です。

ロタウイルス

生後6週から27週または32週
まで

2回または3回
助成額（1価ワクチン7,500
円、5価ワクチン5,000円）を
差し引いた額。

初回接種を生後14週6日まで
に済ませてください。

通
算
７
か
年
度

1年度当たりの助成金内　容区　分 期間

特定
不妊
治療

一般
不妊治療
不育
治療

体外受精もし
くは顕微授精
による治療

上記以外の
一般的な治療
不育症の治療

治療費等の2分の1か、100万円の
いずれか少ない金額
※県が実施している助成制度を先
に申請して下さい。
治療費等の２分の１か、20万円の
いずれか少ない金額
治療費等の２分の１か、20万円の
いずれか少ない金額

健康健康



対象地区

大平区

東野牧区

中小坂区・上小坂区

宮室区・大桑原区

下青倉区

上青倉区・土谷沢区

吉崎区・栗山区

中央区

小川区

城西区・緑ヶ丘区

大東区

蒔田区

矢川区

西野牧9.10.11区

本宿1区・横間区

本宿2区・西野牧12区

南野牧区・市ノ萱区

下小坂区

大坂区

東町区

【 下仁田町全地区 】

上町区・旭町区

仲町区

【 下仁田町全地区 】

川井区

下町区

【 下仁田町全地区 】

時　間

  9：30～11：00

13：30～15：00

  9：30～11：00

14：00～15：30

  9：30～11：00

13：00～14：30

  9：30～11：00

14：00～15：30

  9：30～11：00

13：00～15：30

  9：30～11：00

13：30～15：00

  9：30～11：00

14：00～15：30

  9：30～11：00

13：00～14：30

  9：30～11：00

14：00～15：30

  9：30～11：00

13：00～15：00

17：00～18：30

  9：30～11：00

13：00～14：30

  9：30～11：00

  9：30～11：00

13：00～15：00

17：00～18：30

※対象地区の日程で都合が悪い方は、都合のよい会場で受けて下さい。    
◎上記日程で受診できなかった方はこちらへ

問い合わせ　下仁田町保健センター　☎82－5490

5月10日(水)

5月16日(火)

5月19日(金)

5月25日(木)

5月31日(水)

6月1日(木)

6月5日(月)

保健センター 【 下仁田町全地区 】7月22日(土)     9：30～11：30

●持ってくる物

自分の体のこと、少し考えてみませんか？
年に１度の健康診断です！年に１度の健康診断です！
特定健診・がん検診等についてのご案内

受診票（配付されたシール）個別健診も共用
※シールは台紙から、はがさずに持って来てください
受診料（金額は受診票に記載されています）
※領収書が必要な方は、会計時にお申出ください
検尿用綿棒（個別健診は、病院で検尿になります）、
質問票
保険証、検尿用綿棒（個別健診は、病院で検尿になります）、
質問票
検尿用綿棒（検尿用綿棒に、尿を取って当日お持ちください）、 
質問票※後期健診は個別健診ができません。

全ての健(検)診に共通のもの

※日程・会場については左面をご覧ください

若年者健診（30歳以上39歳以下の方）を受ける人

後期高齢者健診（75歳以上）を受ける人

国保特定健診（40歳以上74歳以下の方）を
受ける人

結核検診

若年者健康診査

国保特定健康診査

後期高齢者健康診査

骨密度測定（当日受付）

肝炎ウイルス検査

胃がんリスク検診（ABC検診）

肺がん検診 

大腸がん検診

前立腺がん検診

レントゲンで肺を撮影します。
結核、肺がん、心臓病などの発見ができます。

超音波で足首の骨の密度を測ります。

血液検査です。Ｂ型、Ｃ型肝炎ウイルス感染の有無を調べます。

便潜血検査です。便を採取し、便に血液が混じっていないかを
調べます。

胸部レントゲン撮影（結核検診）に追加される検査です。
問診の結果に応じて、喀痰（かくたん）検査を行います。

血液検査です。ペプシノゲン検査とピロリ菌抗体検査をします。

血液検査です。前立腺から出る酵素（ＰＳＡ）の量を調べます。

身長・体重・腹囲・血圧測定、問診、医師の診察、
血液検査、尿検査など。メタボリックシンドローム等、
その他の異常が発見できます。

40歳以上の人

30歳以上39歳以下の人

40歳以上74歳以下の
国保加入中の人

75歳以上の人

40/45/50/55/60/65/70歳
の女性
40歳以上74歳以下で未受診の人
（シールに☆印がない人）

30歳以上の未受診の人

50歳以上の人

40歳以上の人  

40歳以上の偶数年齢の男性

メニュー

●健(検)診内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ★基準年齢は、平成29年4月1日現在●健(検)診内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ★基準年齢は、平成29年4月1日現在

※胃がん検診は9月・10月にバリウム検査を、乳がん・子宮頸がん検診は1月・2月に実施する予定です。

●個別健診について・・・下仁田厚生病院で実施しております個別健診につきましては、P22をご覧ください。
●30歳以上39歳以下の方・・・社保・国保に関わらず、若年者健診が受診できます　（39歳社保は誕生日まで）。
●大腸がん検診容器について・・・昨年度検診を受けた方にお配りしました。お受けにならない場合は容器の
　返却をお願いいたします。また今年度から受ける予定の方は、容器を保健センターへ取りにいらしてください。
●二重受診について・・・国保人間ドックと国保特定健診(集団又は個別）を二重受診はできません。
　二重受診された場合、どちらかが全額自己負担となりますのでご注意下さい。
●ご案内が届かない方・・・保健推進員を通じて、対象者の方に通知をお配りしているところですが、通知がない
　(受診票が配付されない）方も受診できますので、当日健診会場へお出かけ下さい。

受診できる方 受診料
40歳～63歳以下 500円
64歳以上　無料

1,000円

無料

無料

500円

500円

500円

500円

1,000円

内容など

今年は特定健診今年は特定健診
無料です。無料です。

30歳以上39歳以下は
若年者健診を

実施しています。　

30歳以上39歳以下は
若年者健診を

実施しています。　期　日

5月12日(金)

5月18日(木)

5月22日(月)

5月24日(水)

5月29日(月)

6月3日(土)

大平地区集会所

青倉社会体育館

馬山社会体育館

下仁田町活性化センター(本宿)

保健センター

保健センター

保健センター

会　場

北小地区集会所

青倉社会体育館

吉崎公会堂

馬山社会体育館

鎌田地区集会所

蒔田地区集会所

友愛館

下仁田町活性化センター(本宿)

三ッ瀬地区集会所

保健センター

保健センター

平
成
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25 24下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

健康健康



対象地区

大平区

東野牧区

中小坂区・上小坂区

宮室区・大桑原区

下青倉区

上青倉区・土谷沢区

吉崎区・栗山区

中央区

小川区

城西区・緑ヶ丘区

大東区

蒔田区

矢川区

西野牧9.10.11区

本宿1区・横間区

本宿2区・西野牧12区

南野牧区・市ノ萱区

下小坂区

大坂区

東町区

【 下仁田町全地区 】

上町区・旭町区

仲町区

【 下仁田町全地区 】

川井区

下町区

【 下仁田町全地区 】

時　間

  9：30～11：00

13：30～15：00

  9：30～11：00

14：00～15：30

  9：30～11：00

13：00～14：30

  9：30～11：00

14：00～15：30

  9：30～11：00

13：00～15：30

  9：30～11：00

13：30～15：00

  9：30～11：00

14：00～15：30

  9：30～11：00

13：00～14：30

  9：30～11：00

14：00～15：30

  9：30～11：00

13：00～15：00

17：00～18：30

  9：30～11：00

13：00～14：30

  9：30～11：00

  9：30～11：00

13：00～15：00

17：00～18：30

※対象地区の日程で都合が悪い方は、都合のよい会場で受けて下さい。    
◎上記日程で受診できなかった方はこちらへ

問い合わせ　下仁田町保健センター　☎82－5490

5月10日(水)

5月16日(火)

5月19日(金)

5月25日(木)

5月31日(水)

6月1日(木)

6月5日(月)

保健センター 【 下仁田町全地区 】7月22日(土)     9：30～11：30

●持ってくる物

自分の体のこと、少し考えてみませんか？
年に１度の健康診断です！年に１度の健康診断です！
特定健診・がん検診等についてのご案内

受診票（配付されたシール）個別健診も共用
※シールは台紙から、はがさずに持って来てください
受診料（金額は受診票に記載されています）
※領収書が必要な方は、会計時にお申出ください
検尿用綿棒（個別健診は、病院で検尿になります）、
質問票
保険証、検尿用綿棒（個別健診は、病院で検尿になります）、
質問票
検尿用綿棒（検尿用綿棒に、尿を取って当日お持ちください）、 
質問票※後期健診は個別健診ができません。

全ての健(検)診に共通のもの

※日程・会場については左面をご覧ください

若年者健診（30歳以上39歳以下の方）を受ける人

後期高齢者健診（75歳以上）を受ける人

国保特定健診（40歳以上74歳以下の方）を
受ける人

結核検診

若年者健康診査

国保特定健康診査

後期高齢者健康診査

骨密度測定（当日受付）

肝炎ウイルス検査

胃がんリスク検診（ABC検診）

肺がん検診 

大腸がん検診

前立腺がん検診

レントゲンで肺を撮影します。
結核、肺がん、心臓病などの発見ができます。

超音波で足首の骨の密度を測ります。

血液検査です。Ｂ型、Ｃ型肝炎ウイルス感染の有無を調べます。

便潜血検査です。便を採取し、便に血液が混じっていないかを
調べます。

胸部レントゲン撮影（結核検診）に追加される検査です。
問診の結果に応じて、喀痰（かくたん）検査を行います。

血液検査です。ペプシノゲン検査とピロリ菌抗体検査をします。

血液検査です。前立腺から出る酵素（ＰＳＡ）の量を調べます。

身長・体重・腹囲・血圧測定、問診、医師の診察、
血液検査、尿検査など。メタボリックシンドローム等、
その他の異常が発見できます。

40歳以上の人

30歳以上39歳以下の人

40歳以上74歳以下の
国保加入中の人

75歳以上の人

40/45/50/55/60/65/70歳
の女性
40歳以上74歳以下で未受診の人
（シールに☆印がない人）

30歳以上の未受診の人

50歳以上の人

40歳以上の人  

40歳以上の偶数年齢の男性

メニュー

●健(検)診内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ★基準年齢は、平成29年4月1日現在●健(検)診内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ★基準年齢は、平成29年4月1日現在

※胃がん検診は9月・10月にバリウム検査を、乳がん・子宮頸がん検診は1月・2月に実施する予定です。

●個別健診について・・・下仁田厚生病院で実施しております個別健診につきましては、P22をご覧ください。
●30歳以上39歳以下の方・・・社保・国保に関わらず、若年者健診が受診できます　（39歳社保は誕生日まで）。
●大腸がん検診容器について・・・昨年度検診を受けた方にお配りしました。お受けにならない場合は容器の
　返却をお願いいたします。また今年度から受ける予定の方は、容器を保健センターへ取りにいらしてください。
●二重受診について・・・国保人間ドックと国保特定健診(集団又は個別）を二重受診はできません。
　二重受診された場合、どちらかが全額自己負担となりますのでご注意下さい。
●ご案内が届かない方・・・保健推進員を通じて、対象者の方に通知をお配りしているところですが、通知がない
　(受診票が配付されない）方も受診できますので、当日健診会場へお出かけ下さい。

受診できる方 受診料
40歳～63歳以下 500円
64歳以上　無料

1,000円

無料

無料

500円

500円

500円

500円

1,000円

内容など

今年は特定健診今年は特定健診
無料です。無料です。

30歳以上39歳以下は
若年者健診を

実施しています。　

30歳以上39歳以下は
若年者健診を

実施しています。　期　日

5月12日(金)

5月18日(木)

5月22日(月)

5月24日(水)

5月29日(月)

6月3日(土)

大平地区集会所

青倉社会体育館

馬山社会体育館

下仁田町活性化センター(本宿)

保健センター

保健センター

保健センター

会　場

北小地区集会所

青倉社会体育館

吉崎公会堂

馬山社会体育館

鎌田地区集会所

蒔田地区集会所

友愛館

下仁田町活性化センター(本宿)

三ッ瀬地区集会所

保健センター

保健センター

平
成
29
年
度
健
康
診
断
実
施
日
程
表

平
成
29
年
度
健
康
診
断
実
施
日
程
表

25 24下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）
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27 26下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

5～6月　健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　5月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月

児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

平成２8年11月～12月生まれ

平成２8年8月～9月生まれ

H２8年3月～4月生まれ

H２7年9月～10月生まれ

H２7年3月～4月生まれ

H２6年9月～10月生まれ

H２6年3月～4月生まれ

H２5年9月～10月生まれ

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　　　午後５時

6月２3日（金）

5月9日（火）
6月6日（火）

5月２6日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　午後１時４５分

午後１時３０分～
　　　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ

※３歳児は事前に
配布する
アンケートと尿・
歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、むし歯
予防指導、家族計画・授乳指導
育児相談、保健指導、離乳食相
談と試食

問診、計測、医師の診察、歯科健
診、むし歯予防指導・希望者に
フッ素塗布、食生活指導と手作り
おやつの試食、保健指導、心理
発達相談

健康相談・栄養相談、介護相談、
血圧測定、育児相談、授乳相談、
むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健康
診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

平成２9年2月～3月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」 6月9日（金） 午後３時から予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてくだ
さい。

不安、不眠、認知症、アル
コール依存、ひきこもり、
暴力、その他、さまざまな
こころの悩みや病気をも
つ本人叉はその家族など

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急時にご
利用してください。
◆５月21日(日)　小柳由里子先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療
診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

5月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園
会 場
実施日
時 間
対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

5/18（木）
１０：００～１１：００

運動の出来る服装でお出かけください。 動きやすい服装でご参加下さい。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作　等

在園児との交流

青倉保育園

１０：００～１１：3０
妊婦さん～未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

親子ふれあい遊び
月例より赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

こども園ホール 保育園ホール
※保育園・こども園の見学や育児・
　子育て相談、一時保育等の相談
　は、いつでも受付ています。
　ご希望の方は、保育園・こども園
　へお問い合わせください。

■問い合わせ
馬山こども園　８２－２３２３
青倉保育園　８２－２５４９
下仁田町役場　福祉保険課福祉係
　　　　　　　６４－８８０３
　　　　　　　（直通）

5/16（火）

親
子
の
集
い
の
広
場

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
5月1・8・15・
22･29日（月）

5月22日（月）

5月9日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０受付時間厳守になりますので、時間内にお越しください。

　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づく
りを目指しましょう。申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。65歳以上であれば誰でも参加できます。

平成２9年度下仁田町一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～

会　場 開催日 時　間

午前１０時～１２時
下仁田町公民館３階
大会議室

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

蒔田地区集会所

会　場 開催日 時　間

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場 開催日 時　間

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

大桑原地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

15日(月)
19日(月)
1日(月)
5日(月)

健康運動指導士

1日(月)
5日(月)
12日(金)
16日(金)
16日(火)
1日(木)

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

2日(火)
30日(金)
18日(木)
2日(金)
12日(金)
15日(木)

31日(水)
30日(金)
30日(火)
23日(金)
11日(木)
8日(木)

29日(月)
28日(水)
8日(月)
12日(月)
30日(火)
20日(火)

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

5月
6月
5月
6月

5月
6月
5月
6月
5月
6月

5月
6月
5月
6月
5月
6月

5月
6月
5月
6月
5月
6月

5月
6月
5月
6月
5月
6月

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊無料、匿名で受けられます

HIV検査のみ＊無料、匿名で受けられます

こころの病気、こころの不調（不眠、不安
等）のある人やその家族からの相談

午前１０時～１２時

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時３０分～２時
（予約制）

【参加費】無料　【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》
【問い合わせ】　福祉保険課　包括支援係　☎６４－８８０４（直通）まで

健康健康
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5～6月　健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　5月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月

児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

平成２8年11月～12月生まれ

平成２8年8月～9月生まれ

H２8年3月～4月生まれ

H２7年9月～10月生まれ

H２7年3月～4月生まれ

H２6年9月～10月生まれ

H２6年3月～4月生まれ

H２5年9月～10月生まれ

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　　　午後５時

6月２3日（金）

5月9日（火）
6月6日（火）

5月２6日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　午後１時４５分

午後１時３０分～
　　　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ

※３歳児は事前に
配布する
アンケートと尿・
歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、むし歯
予防指導、家族計画・授乳指導
育児相談、保健指導、離乳食相
談と試食

問診、計測、医師の診察、歯科健
診、むし歯予防指導・希望者に
フッ素塗布、食生活指導と手作り
おやつの試食、保健指導、心理
発達相談

健康相談・栄養相談、介護相談、
血圧測定、育児相談、授乳相談、
むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健康
診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

平成２9年2月～3月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」 6月9日（金） 午後３時から予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてくだ
さい。

不安、不眠、認知症、アル
コール依存、ひきこもり、
暴力、その他、さまざまな
こころの悩みや病気をも
つ本人叉はその家族など

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急時にご
利用してください。
◆５月21日(日)　小柳由里子先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療
診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

5月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園
会 場
実施日
時 間
対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

5/18（木）
１０：００～１１：００

運動の出来る服装でお出かけください。 動きやすい服装でご参加下さい。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作　等

在園児との交流

青倉保育園

１０：００～１１：3０
妊婦さん～未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

親子ふれあい遊び
月例より赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

こども園ホール 保育園ホール
※保育園・こども園の見学や育児・
　子育て相談、一時保育等の相談
　は、いつでも受付ています。
　ご希望の方は、保育園・こども園
　へお問い合わせください。

■問い合わせ
馬山こども園　８２－２３２３
青倉保育園　８２－２５４９
下仁田町役場　福祉保険課福祉係
　　　　　　　６４－８８０３
　　　　　　　（直通）

5/16（火）

親
子
の
集
い
の
広
場

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
5月1・8・15・
22･29日（月）

5月22日（月）

5月9日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０受付時間厳守になりますので、時間内にお越しください。

　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づく
りを目指しましょう。申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。65歳以上であれば誰でも参加できます。

平成２9年度下仁田町一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～

会　場 開催日 時　間

午前１０時～１２時
下仁田町公民館３階
大会議室

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

蒔田地区集会所

会　場 開催日 時　間

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場 開催日 時　間

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

大桑原地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

15日(月)
19日(月)
1日(月)
5日(月)

健康運動指導士

1日(月)
5日(月)
12日(金)
16日(金)
16日(火)
1日(木)

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

2日(火)
30日(金)
18日(木)
2日(金)
12日(金)
15日(木)

31日(水)
30日(金)
30日(火)
23日(金)
11日(木)
8日(木)

29日(月)
28日(水)
8日(月)
12日(月)
30日(火)
20日(火)

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

5月
6月
5月
6月

5月
6月
5月
6月
5月
6月

5月
6月
5月
6月
5月
6月

5月
6月
5月
6月
5月
6月

5月
6月
5月
6月
5月
6月

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊無料、匿名で受けられます

HIV検査のみ＊無料、匿名で受けられます

こころの病気、こころの不調（不眠、不安
等）のある人やその家族からの相談

午前１０時～１２時

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時３０分～２時
（予約制）

【参加費】無料　【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》
【問い合わせ】　福祉保険課　包括支援係　☎６４－８８０４（直通）まで

健康健康
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月
5

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

納
税
の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座

の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

5
月
27
日（
土
）・5
月
28
日（
日
）

１０
日（
水
）・１９
日（
金
）・２６
日（
金
）

で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

９
日（
金
）・２０
日（
火
）・２９
日（
木
）

の
予
定
で
す
。

自
動
車
税
等
の
県
税
は
役
場
会
計

課
で
も
納
付
で
き
、そ
の
取
扱
い
事

務
費
が
町
に
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
町
で
は
約
1
、0
7
9
万
円

の
県
税
を
取
扱
い
、そ
の
事
務
費
と

し
て
約
21
万
円（
2
%
）が
県
か
ら

交
付
さ
れ
、町
の
貴
重
な
財
源
と
な

り
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
１
期・軽
自
動
車
税

納
期
限
は
５
月
３１
日（
水
）で
す

自
動
車
税（
県
税
）の

納
期
は
５
月
３１
日（
水
）で
す
。

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

5
月
の
支
払
日

6
月
の
支
払
日

有
料
広
告

人口
　男
　女
世帯

（　46）
（　20）
（　26）
（　 8）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,796人
3,858人
3,938人
3,346世帯

転入  19人/  出生 2人
転出  48人/  死亡 19人

（4月1日現在）

（3月中）

ご冥福をお祈りします
地　区（届出人）死　亡　者

岩　井　喜三郎

園　部　ま　 つ

今　井　の　 ぶ

勅使川原　月　見

大小原　安　由

竹　内　四　郎

永　井　清　雄

松　本　　明

齋　藤　誠一郎

松　浦　政　勝

相　馬　和　𠮷

　原　　た　 け

渡　邉　友　二

吉　田　周　二

東　間　政　司

（博　和）

（喜　一）

（　勤　）

（　博　）

（しげ子）

（芳　則）

（友　代）

（文　孝）

（利志子）

（孝　子）

（　学　）

（秀　男）

（好　一）

（由美子）

（和　男）

上　町

矢　川

大　東

旭　町

大　東

中　央

蒔　田

東野牧

中小坂

中　央

下　町

西野牧

川　井

城　西

上小坂

3月届出分〈敬称略・順不同〉

平成29年度予算について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2
下仁田職員配置・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P6
まちのわだい・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P12
お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P18この春、バーベキューサイトをプチリニ

ューアル。貸出グッズも充実しました。

地　区
ご出産おめでとうございます

ゆ あ

田貝　結愛　（英二・智美） 吉　崎

（保護者）出　生　児

極上の休日

下仁田町

広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙

ほ
た
る
山
公
園
シ
ー
ズ
ン
到
来

２０１７年　５月　No７３3

「さくらの里」観光PRイベント開催
イベント情報

　5月３日（祝）さくらの里で
観光PRイベント（主催：観光協
会）が開催されます。苗木（サ
ツキツツジ・ブルーベリー・サト
ザクラ・ドウダンツツジ等）の配
布や野点が行われる予定です
のでおでかけください。

神津牧場花まつり開催
　５月２１日（日）に神津牧場で
「花まつり」が開催されます。　
　コップ牛乳の無料配布や子
牛の体重当てクイズ、荒船太
鼓、乳しぼり体験（１００円）、乗
馬体験（１００円）、お食事コー
ナーなどイベント盛りだくさん
です。
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